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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か

し
い
平
成
27
年
の
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
度
は
八
女
市
が
誕
生
し
て
60
周
年
と

合
併
５
周
年
に
あ
た
る
記
念
の
年
で
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
記
念
行
事
が
開
催
さ
れ
、
豪
雨

災
害
か
ら
の
完
全
復
興
へ
向
け
て
の
後
押
し

が
で
き
た
一
年
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

市
議
会
に
お
き
ま
し
て
も
30
人
の
議
員
一
同

精
い
っ
ぱ
い
努
力
し
て
き
ま
し
た
。

昭
和
か
ら
数
え
て
90
年
、
戦
後
も
70
年
を

迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
少
子
高
齢
化
が

日
本
の
命
題
と
な
り
、
限
界
集
落
か
ら
自
治

体
消
滅
と
い
う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
テ
ー
マ
も
示

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
地
方
分
権
に

よ
り
自
治
体
の
自
己
責
任
が
重
要
視
さ
れ
て

い
ま
す
。
災
害
に
限
ら
ず
、
超
少
子
高
齢
化

へ
の
対
応
、
中
山
間
地
域
対
策
や
商
店
街
の

活
性
化
な
ど
多
く
の
課
題
を
ど
こ
の
市
町
村

も
抱
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
を
早
急

に
ク
リ
ア
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

毎
年
開
催
し
て
い
る
議
会
報
告
会
で
も
さ
ま

ざ
ま
な
ご
意
見
を
承
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま

か
ら
の
ご
意
見
は
市
議
会
で
集
約
し
、
市
長

部
局
と
も
情
報
を
共
有
し
協
議
を
行
っ
て
い

ま
す
。

八
女
市
議
会
と
し
ま
し
て
も
、
今
年
4
月

に
行
わ
れ
る
統
一
地
方
選
挙
の
市
議
会
議
員

定
数
を
26
人
に
し
ま
し
た
。
選
挙
後
の
市
議

会
の
構
成
が
決
定
さ
れ
た
ら
、
さ
ら
な
る
議

会
の
改
革
に
向
け
て
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。
八
女
市
の
さ
ら
な
る
発
展
を
願
い
、
議

会
の
役
割
と
責
任
の
重
さ
を
自
覚
し
て
全
力

を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
。
本
年
も
市
議
会
に

対
し
ま
し
て
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
春
に
臨
み
、
平
成
27
年
が
皆
さ
ま
の
飛

躍
の
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

八
女
市
の
さ
ら
な
る

発
展
を
願
う

都
市
の
魅
力
を
創
造
し
、

発
信
（
つ
た
え
）
よ
う

八
女
市
議
会
議
長
　
川 

口
　
誠 

二

八
女
市
長
　
三
田
村 

統
之

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
す
が
す
が

し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
か
ら
市
政
推
進
に
あ
た

り
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
格
別
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
対
し
ま
し
て
、

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
市
政

に
お
き
ま
し
て
は
、
市
制
施
行
60
周
年
・
合
併

５
周
年
を
迎
え
る
節
目
の
年
で
あ
り
ま
し
た
の

で
、
多
く
の
特
別
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

中
で
も
、「
南
北
朝
歴
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で

は
歴
史
的
な
つ
な
が
り
が
深
い
奈
良
県
吉
野
町

と「
友
好
交
流
都
市
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
さ
だ
ま
さ
し
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ラ
イ

ブ
」
は
八
女
市
と
縁ゆ

か
りが
深
い
文
芸
評
論
家
・
山

本
健
吉
氏
と
さ
だ
さ
ん
が
親
交
の
深
か
っ
た
こ

と
に
よ
り
実
現
し
ま
し
た
。

八
女
市
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
大
切
に
守

り
継
承
し
て
こ
ら
れ
た
歴
史
文
化
や
、
特
産
品

な
ど
魅
力
あ
る
地
域
資
源
が
数
多
く
あ
り
ま

す
。
そ
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
も
う
一
度
丁
寧
に
見

つ
め
な
お
し
、
時
代
に
あ
っ
た
新
し
い
息
吹
を

吹
き
込
む
こ
と
で
輝
か
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、新
た
な
出
会
い
、

新
た
な
縁え

ん
が
が
生
ま
れ
、
八
女
市
の
魅
力
を
さ

ら
に
広
く
発
信
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
は
第
４
次
八
女
市
総
合
計
画
・

前
期
基
本
計
画
５
年
間
の
総
仕
上
げ
の
年
で

す
。
将
来
都
市
像
「
ふ
る
さ
と
の
恵
み
を
生
か

し
安
心
し
て
心
ゆ
た
か
に
暮
ら
せ
る
交
流
都
市

八
女
」
の
実
現
に
向
け
、
各
事
業
を
着
実
に
推

進
し
、成
果
を
あ
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
っ

て
き
ま
す
。
特
に
人
口
減
少
へ
の
対
応
は
そ
れ

ら
の
事
業
の
中
で
も
喫
緊
の
取
り
組
み
と
な
り

ま
す
。
国
で
は
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

本
部
」
が
設
置
さ
れ
、
人
口
減
少
克
服
と
地
方

創
生
に
向
け
た
取
り
組
み
が
加
速
し
て
い
る
た

め
、
そ
の
動
向
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
人
口
減

少
対
策
の
施
策
検
討
を
引
き
続
き
行
い
、
そ
の

事
業
推
進
に
努
め
ま
す
。

結
び
に
、
豪
雨
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興

に
お
い
て
も
、
本
年
は
大
変
重
要
な
年
に
な
る

と
考
え
て
お
り
、
着
実
に
そ
の
歩
み
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
さ
ら
な
る
市
政
発
展
の
た
め
、
よ
り
一
層

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
新
し
い
年
が
、
皆

さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
明
る
く
希
望
に
満
ち
た

一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
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九
州
観
光
推
進
機
構
な
ど
が
進
め

て
い
る
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
ブ
ラ
ン
ド

「
九
州
オ
ル
レ
」
に
認
定
さ
れ
た
「
八

女
コ
ー
ス
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
が
12
月
６
日
㈯
、
山
の
井
公
園
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
セ
レ
モ
ニ
ー
で
三
田

村
市
長
は
「
茶
畑
の
広
が
り
と
磐
井
一

族
の
古
墳
文
化
に
ふ
れ
る
こ
と
の
で
き

る
コ
ー
ス
。
茶
の
く
に
八
女
を
存
分
に

堪
能
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
関

係
者
に
よ
り
オ
ル
レ
の
目
印
と
な
る
赤

と
青
の
リ
ボ
ン
を
ほ
ど
き
、
八
女
コ
ー

ス
の
オ
ー
プ
ン
を
祝
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
韓
国
か
ら
の
ツ
ア
ー
客
や
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
愛
好
家
な
ど
約
３
０
０
人
が

歩
き
初
め
し
ま
し
た
。

こ
の
九
州
オ
ル
レ
は
、
オ
ル
レ
発
祥

の
韓
国
済
州
島
で
絶
大
な
人
気
を
誇

る
「
済
州
オ
ル
レ
」
の
姉
妹
版
で
、
現

在
15
コ
ー
ス
。
八
女
コ
ー
ス
は
、
清
流

星
野
川
の
流
れ
を
横
に
見
な
が
ら
山
の

井
公
園
を
ス
タ
ー
ト
。
八
女
古
墳
群
最

後
の
歴
代
墓
で
あ
る
童
男
山
古
墳
を

通
り
、
し
ば
ら
く
は
や
や
登
り
の
道
が

続
い
た
後
、
犬
尾
城
跡
を
通
過
す
る
と

八
女
コ
ー
ス
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
八
女
中
央

大
茶
園
が
目
の
前
に
広
が
り
ま
す
。
緑

一
面
の
茶
畑
の
奥
に
八
女
市
が
一
望
で

き
、
多
く
の
参
加
者
が
し
ば
し
足
を
止

め
て
眺
め
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、

比
較
的
な
だ
ら
か
な
道
の
り
で
、
オ
ル

レ
の
意
味
で
あ
る
「
通
り
か
ら
家
に
通

じ
る
狭
い
通
路
」
の
よ
う
な
道
を
通
り
、

一
念
寺
、
国
指
定
史
跡
の
「
丸
山
塚
古

墳
」
と
歩
き
、
八
女
リ
ハ
ビ
リ
病
院
の

前
を
通
り
過
ぎ
る
と
ゴ
ー
ル
の
岩
戸
山

歴
史
文
化
交
流
館
が
見
え
て
き
ま
す
。

参
加
し
た
人
は
「
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
が

少
な
く
て
気
持
ち
よ
く
歩
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
」「
中
央
大
茶
園
の
景
色
は

外
で
は
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
絶
景

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

九州オルレ
八女コースオープン！

童男山古墳

山の井公園を
スタート！

岩戸山歴史文化
交流館がゴール！

八女中央大茶園

犬尾城跡付近

一念寺付近

丸山塚古墳

八
女
の
自
然
の
豊
か
さ
を
感
じ
な
が
ら
、
古
墳
文
化
に
ふ
れ
る

九州オルレは、標識である青色と朱色の矢印
やリボン（右写真）に沿って、決められた道
を歩きます。青色の矢印は正方向、朱色の矢
印は逆方向を指します。
民家の庭にみだりに入ったり、道ばたの草花
や農作物などを勝手に採ったりしないように
しましょう。風景を楽しみながら自分のペー
スでマナーを守って楽しく歩きましょう。

九州オルレを歩くときには

オープニングということで、お
茶やラムネの接待のほか、丸山
塚古墳ではダニー馬場さんが参
加者を歌で励ましていました。
ゴールの後、岩戸山古墳ではだ
ご汁が振る舞われました。

八女コース
◦距離＝10.1㎞　
◦所要時間＝3 ～ 4時間
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《
旧
八
女
市
》

◉
宮
地
嶽
神
社
（
長
野
）
…
地

元
総
代
会
の
皆
さ
ん
が
31
日
除

夜
の
鐘
か
ら
正
月
３
日
ま
で
、
参

拝
客
を
お
迎
え
し
ま
す
。
お
み
く

じ
や
お
札
も
準
備
し
て
い
ま
す
。

（
１
日
９
時
～
16
時
に
地
元
中
学

生
が
巫
女
姿
で
協
力
し
て
い
た
だ

き
ま
す
）。
31
日
か
ら
出
店
も
あ

り
ま
す
。

◉
吉
田
大
神
宮
（
吉
田
）
…
大

晦
日
に
は
竹
灯
明
で
参
拝
客
を

お
迎
え
し
ま
す
。
１
月
１
日
に
は

歳さ
い
た
ん
さ
い

旦
祭
が
あ
り
、
10
時
か
ら
お
昼

に
か
け
て
参
拝
客
に
お
屠
蘇
が
ふ

る
ま
わ
れ
ま
す
。

◉
熊
野
神
社
（
北
田
形
）
…
大

晦
日
の
夜
に
、
座
元
の
皆
さ
ん
が

か
が
り
火
を
た
い
て
お
迎
え
し
ま

す
。

◉
福
島
八
幡
宮
（
東
宮
野
町
）

…
大
晦
日
に
か
が
り
火
を
た
い
て

皆
様
を
お
迎
え
し
、
元
日
午
前
０

時
か
ら
歳
旦
祭
を
行
い
ま
す
。

◉
土
橋
八
幡
宮
（
土
橋
）
…
大

晦
日
23
時
か
ら
元
日
２
時
ま
で
た

き
火
を
し
て
参
拝
客
を
お
迎
え
し

ま
す
。
お
神
酒
や
ぶ
た
汁
や
甘
酒

の
接
待
が
あ
り
ま
す
。

◉
一
念
寺
（
豊
福
）
…
大
晦
日
23

時
45
分
か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ
き
ま

す
。

◉
浄
光
寺
（
岩
崎
）
…
大
晦
日

23
時
30
分
か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ

き
、
元
日
午
前
０
時
30
分
ま
で
、

参
拝
客
に
ぜ
ん
ざ
い
の
接
待
が
あ

り
ま
す
。

◉
正
福
寺
（
東
矢
原
町
）
…
大
晦

日
23
時
30
分
か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ

き
、
参
拝
客
に
は
ぜ
ん
ざ
い
の
接

待
が
あ
り
ま
す
。

◉
真
如
寺
（
山
内
）
…
大
晦
日

23
時
40
分
か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ
き

ま
す
。

◉
明
永
寺
（
西
宮
野
町
）
…
元
日

午
前
０
時
か
ら
、
修し
ゅ
し
ょ
う
え

正
会
を
開
き

ま
す
。
終
了
後
甘
酒
の
接
待
と
、

記
念
品
が
あ
り
ま
す
。

◉
無
量
寿
院
（
西
古
松
町
）
…

大
晦
日
23
時
30
分
か
ら
除
夜
の

鐘
を
つ
き
ま
す
。
参
拝
客
に
は
だ

ん
ご
汁
の
接
待
が
あ
り
ま
す
。

《
上
陽
町
》

◉
正
明
寺
（
北
川
内
）
…
元
日
朝

７
時
か
ら
修
正
会
を
開
き
ま
す
。

《
黒
木
町
》

◉
覚
法
寺
（
黒
木
）
…
大
晦
日

23
時
30
分
か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ
き

ま
す
。

◉
行
信
寺
（
本
分
）
…
大
晦
日

23
時
30
分
か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ
き

ま
す
。

◉
専
勝
寺
（
今
）
…
大
晦
日
23
時

30
分
か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ
き
ま
す
。

◉
金
剛
宝
寺
日
向
神
別
院
（
北
大

淵
）
…
元
日
の
み
参
拝
客
に
お
屠

蘇
を
ふ
る
ま
い
、
干
支
の
絵え

ぎ
ぬ絹
の

切
り
絵
を
差
し
上
げ
ま
す
。

◉
宗
真
寺
（
今
）
…
大
晦
日
23

時
30
分
か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ
き
ま

す
。

◉
霊
巌
寺
（
笠
原
）
…
大
晦
日

23
時
45
分
か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ
き

ま
す
。

◉
芳
沢
寺
（
土
窪
）
…
大
晦
日
23

時
30
分
か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ
き
ま

す
（
鐘
を
つ
く
前
に
本
堂
に
お
参

り
く
だ
さ
い
）。
ぜ
ん
ざ
い
あ
り
。

な
く
な
り
し
だ
い
終
了
し
ま
す
。

◉
雲
長
寺
（
笠
原
）
…
大
晦
日

23
時
45
分
か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ
き

ま
す
。

◉
大
善
坊
（
笠
原
）
…
１
月
８
日

㈭
10
時
か
ら
鬼
子
母
神
大
祭
新

春
開
運
祈
祷
会え

を
行
い
ま
す
。

◉
津
江
神
社
（
今
）
…
元
日
午

前
０
時
か
ら
歳
旦
祭
を
行
い
ま

す
。

《
立
花
町
》

◉
開
運
寺
（
北
山
）
…
１
月
10

日
㈯
11
時
か
ら
大
般
若
祈
祷
を

し
ま
す
。

◉
高
松
稲
荷
（
北
山
）
…
地
域
の

皆
さ
ん
が
初
詣
客
を
お
迎
え
し
ま

す
。

◉
浄
慈
寺
（
白
木
）
…
大
晦
日

23
時
40
分
か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ

き
、
終
了
後
本
堂
で
修
正
会
を
開

き
ま
す
。

◉
専
勝
寺
（
原
島
）
…
大
晦
日

22
時
30
分
か
ら
除
夜
会え

（
除
夜

の
鐘
つ
き
）
が
あ
り
、
ぜ
ん
ざ
い

と
菓
子
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
０
時

30
分
終
了
予
定
。

◉
松
尾
弁
財
天
（
上
辺
春
）
…
正

月
・
旧
正
月
・
縁
日
（
毎
月
５
日
）

に
は
お
参
り
く
だ
さ
い
。
４
月
５

日
に
は
松
尾
弁
財
天
の
大
祭
が
行

わ
れ
ま
す
。

《
矢
部
村
》

◉
善
正
寺
（
北
矢
部
）
…
大
晦
日

の
23
時
45
分
か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ

き
ま
す
。

◉
老
松
天
満
宮
（
北
矢
部
）
…

大
晦
日
の
23
時
45
分
ご
ろ
か
ら

竹
灯
明
を
と
も
し
参
拝
客
を
お

迎
え
し
ま
す
。

《
星
野
村
》

◉
大
円
寺
（
土
穴
）
…
初
詣
の
参

拝
客
に
は
お
茶
の
接
待
が
あ
り
ま

す
。

◉
浄
源
寺
（
長
尾
）
…
大
晦
日

23
時
30
分
か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ
き

ま
す
。

◉
福
楽
寺
（
光
延
）
…
元
日
午
前

０
時
か
ら
ご
ま
た
き
を
し
ま
す
。

◉
麻
生
神
社
（
麻
生
）
…
正
月

３
日
間
お
神
酒
の
接
待
が
あ
り
ま

す
。

新
春

市
内
の
主
な
初
詣・

イ
ベ
ン
ト
情
報
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
こ
こ
で
紹
介
し
て
い
る
以
外
に
も
地
域
の
神
社
や
寺
院
な
ど
へ
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。（
参
拝
の
際
に
は
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
お
参
り
く
だ

さ
い
。お
接
待
等
は
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
）。

年
末
年
始
は
飲
酒
の
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
飲
酒
運
転
は
絶
対

に
し
な
い
で
、
交
通
安
全
で
楽
し
い
お
正
月
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

初
詣
情
報

イ
ベ
ン
ト

※
情
報
は
平
成
26
年
12
月
15
日
現
在
確
認
で
き
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。（
順
不
同
）
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▼
べ
ん
が
ら
村

（
☎
２
４
・
３
３
３
９
）

【
12
／
27
㈯
～
12
／
31
㈬
】
歳

末
ふ
れ
あ
い
市
（
正
月
用
も
ち
・

野
菜
・
肉
、
し
め
縄
、
切
花
・

ア
レ
ン
ジ
フ
ラ
ワ
ー
な
ど
）

※
12
／
28
日
㈰
～
31
日
㈬
お
楽

し
み
抽
選
会

★
１
／
１
㈷
か
ら
通
常
営
業
10

時
～
22
時

【
１
／
１
㈷
～
1
／
５
㈪
】
レ
ス

ト
ラ
ン
正
月
バ
イ
キ
ン
グ
11
時

30
分
～
21
時（
最
終
受
付
20
時
）。

【
１
／
２
㈮
】
大
浴
場
の
み
7
時

～
※
朝
風
呂
し
ま
し
ょ
う
！

▼
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
八
女

（
☎
４
２
・
２
４
０
０
）

【
１
／
1
㈷
】《
初
日
の
出
》
6

時
50
分
ロ
ビ
ー
集
合
、
花
見
展

望
台
ま
で
係
員
が
案
内
し
ま
す
。

《
初
湯
》
７
時
30
分
～
８
時
30
分

（
大
人
３
０
０
円
、
子
ど
も
１
５

０
円
）

《
新
春
も
ち
つ
き
大
会
》
10
時
～

12
時
ホ
テ
ル
ロ
ビ
ー
で
、
臼
と
杵

で
つ
い
た
餅
を
あ
ん
こ
餅
・
き
な

こ
餅
で
い
た
だ
き
ま
す
。

《
大
福
茶
》
１
月
１
日
～
２
日
の

10
時
～
17
時
、
さ
く
ら
の
間
で
。

年
の
初
め
に
祝
う
福
寿
の
茶
。
一

人
３
０
０
円
、
宿
泊
者
は
無
料
。

▼
八
女
伝
統
工
芸
館

（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

【
12
／
29
㈪
～
１
／
２
㈮
】
年
末

年
始
休
館
。
１
月
３
日
㈯
か
ら

開
館
し
ま
す
。

▼
八
女
観
光
物
産
館
と
き
め
き

（
☎
２
２
・
７
７
３
０
）

【
12
／
28
㈰
】
八
女
軽
ト
ラ
市

９
時
～
12
時

【
12
／
31
㈬
～
１
／
２
㈮
】
年
末

年
始
休
み
※
１
月
３
日
㈯
・
４

日
㈰
・
５
日
㈪
は
営
業

▼
道
の
駅
た
ち
ば
な

（
☎
３
７
・
１
７
１
１
）

【
12
／
31
㈬
～
１
／
３
㈯
】
年
末

年
始
休
み

【
１
／
４
㈰
】
９
時
か
ら
初
売
り
。

甘
酒
を
ふ
る
ま
い
ま
す
。
11
時

か
ら
も
ち
を
つ
き
、
ふ
る
ま
い
ま

す
。
※
甘
酒
・
も
ち
と
も
、
な

く
な
り
し
だ
い
終
了

【
１
／
７
㈬
】
七
草
が
ゆ
を
ふ
る

ま
い
ま
す
。
※
な
く
な
り
し
だ
い

終
了

▼
男
ノ
子
焼
の
里

（
☎
２
２
・
５
４
３
２
）

【
12
／
28
㈰
～
１
／
７
㈬
】
年
末

年
始
休
み　

▼
ほ
た
る
と
石
橋
の
館

（
☎
５
４
・
２
１
５
０
）

【
12
／
29
㈪
～
１
／
３
㈯
】
年
末

年
始
休
館

▼
ふ
る
さ
と
わ
ら
べ
館

（
☎
５
４
・
２
４
４
２
）

【
12
／
29
㈪
～
１
／
３
㈯
】
年
末

年
始
休
館

▼
星
の
文
化
館

（
☎
５
２
・
３
０
０
０
）

年
末
年
始
も
休
ま
ず
営
業
し
ま

す
。

▼
茶
の
文
化
館

（
☎
５
２
・
３
０
０
３
）

【
12
／
29
㈪
～
12
／
31
㈬
】
年

末
休
館

【
１
／
１
㈷
～
１
／
３
㈯
】
新
春

の
呈て

い

茶
（
料
金
３
０
０
円
）

〈
営
業
時
間
〉
▽
１
月
１
日
＝
12

時
～
16
時
▽
１
月
２
・
３
日
＝

10
時
～
16
時

▼
星
の
温
泉
館
き
ら
ら
※
池
の

山
荘
内
（
☎
５
２
・
２
０
８
２
）

年
末
年
始
も
休
ま
ず
営
業
し
ま

す
。

市内の主な
施設等年末

年始の営業＆
催物

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト

★
お
寺
や
神
社
な
ど
で
来
年
、

初
詣
情
報
の
掲
載
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
市
長
公
室
秘

書
広
報
係
ま
で
ご
一
報
く
だ

さ
い
。

連
絡
先
（
☎
２
３・１
１
１
０
）

♣
岡
山
公
園
で
初
日
の
出
（
岡

山
）

　
１
月
１
日
㈷
７
時
か
ら
岡
山

公
園
頂
上
で
。
岡
山
公
園
を
守

る
会
主
催
。
雨
天
時
は
室
岡
公

民
館
、
記
念
品
有
。

♣
お
潮
井
と
り
（
柳
島
）

　
１
月
３
日
㈯
正
午
に
無
病
息

災
と
火
災
予
防
を
願
い
、
締
め

込
み
姿
の
男
衆
が
矢
部
川
で
身

を
清
め
ま
す
。

♣
虚
空
蔵
さ
ん
（
上
陽
、
星
野
）

　
上
陽
町
轟
、
星
野
村
の
本
星

野
、
柳
原
の
虚
空
蔵
菩
薩
で
は
、

１
月
13
日
と
９
月
13
日
に
大
祭

を
開
い
て
い
ま
す
。

♣
柳
島
の
十
七
夜
（
柳
島
）

　
１
月
17
日
㈯
20
時
、
柳
島
観

音
堂
前
で
。
そ
の
昔
、
あ
め
が

た
売
り
が
村
の
前
の
矢
部
川
に

流
れ
着
い
た
観
音
像
を
引
き
上

げ
、
火
で
温
め
た
と
の
言
い
伝

え
が
起
源
。
観
音
堂
前
に
組
み

立
て
ら
れ
た
ほ
っ
け
ん
ぎ
ょ
う

に
火
が
つ
け
ら
れ
ま
す
。

♣
童
男
山
ふ
す
べ
（
山
内
）

　
１
月
20
日
㈫
10
時
、
童
男
山

古
墳
で
。
そ
の
昔
、
暴
風
雨
に

あ
っ
て
遭
難
し
た
徐
福
一
行
を

村
人
が
火
を
焚
い
て
介
抱
し
た

と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
る
祭
り

で
す
。
川
崎
小
学
校
児
童
に
よ

る
紙
芝
居
が
あ
り
ま
す
。

【12/27 ㈯午後～１/4 ㈰休館】
◦多世代交流館「共生の森」
　（☎２２・２２５７）※ 12 月 27
日㈯は午前中のみ開館します。

【12/28 ㈰～１/4 ㈰休館】
◦黒木地域交流センター「ふじの
里」　（☎４２・２１３１）
◦杣のふるさと文化館
　（☎４７・２０５５）
◦学びの館
　（☎４２・１９８２）

【12/28 ㈰～１/5 ㈪休館】
◦岩戸山歴史資料館
　（☎２２・６１１１）

【12/29 ㈪～１/3 ㈯休館】
◦立花総合保健福祉センター「か
がやき」（☎３７・００３６）
◦地域福祉センター
　（☎５４・３６２９）
◦星野焼展示館
　（☎５２・３０７７）

【12/29 ㈪～１2/31 ㈬休館】
◦星野総合保健福祉センター「そ
よかぜ」（☎５２・３１６５）
※1月1日は11時～21時まで営業、
1 月 2 日～４日は通常営業（8 時
30 分～ 21時）、1 月 5 日㈪は休館

【12/27 ㈯～１/4 ㈰休み】
◦市役所本庁および各支所
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▽
中
途
退
職
し
た
人
で
、
給
与
の
年

末
調
整
が
さ
れ
て
い
な
い
人

▽
給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
受
け

取
っ
て
い
て
、
年
末
調
整
を
さ
れ
な

か
っ
た
給
与
の
収
入
金
額
と
各
種
の

所
得
金
額
（
給
与
所
得
、
退
職
所
得

を
除
く
）
と
の
合
計
額
が
20
万
円
を

超
え
る
人

▽
給
与
所
得
者
・
年
金
所
得
者
で

扶
養
や
生
命
保
険
等
の
控
除
を
漏

ら
し
て
い
る
人

▽
医
療
費
控
除
を
申
告
す
る
人

▽
平
成
26
年
中
に
住
宅
を
新
築
・

増
改
築
等
を
し
て
所
得
税
の
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
の
対
象
と
な
る
人

▽
平
成
25
年
分
所
得
税
の
確
定
申

告
で
雑
損
控
除
の
適
用
を
受
け
た

人
で
平
成
26
年
分
に
損
失
額
を
繰

越
し
た
人

▽
平
成
25
年
分
の
雑
損
控
除
等
の

申
告
を
漏
ら
し
て
い
る
人

▽
土
地
等
の
譲
渡
所
得
が
あ
る
人

　
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人

は
、
市
県
民
税
の
申
告
を
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
平
成
27
年
１
月
１

日
現
在
八
女
市
に
住
所
を
有
す
る

人
で
、
平
成
26
年
中
が
次
の
よ
う
な

場
合
に
は
市
役
所
へ
の
「
市
県
民
税

の
申
告
書
」の
提
出
が
必
要
で
す
。

▽
営
業
、
農
業
、
不
動
産
、
配
当
、

雑
（
個
人
年
金
等
）
、一
時
（
生
命

保
険
満
期
返
戻
金
等
）
な
ど
の
各

種
所
得
が
あ
る
人

▽
給
与
所
得
者
で
、
勤
務
先
か
ら
給

与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い

な
い
人
（
日
給
等
で
働
い
て
い
る
人

を
含
み
ま
す
）

▽
遺
族
年
金
、
失
業
保
険
、
障
害
年

金
な
ど
非
課
税
収
入
の
あ
る
人

▽
収
入
が
な
く
扶
養
に
入
っ
て
い
な

い
人

▽
市
外
に
住
ん
で
い
る
家
族
の
扶
養

に
入
っ
て
い
る
人

▽
年
金
所
得
者
で
次
に
あ
げ
る
人

①
公
的
年
金
以
外
の
所
得
が
あ
る
人

※
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が

４
０
０
万
円
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、

公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の

所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る
場

合
に
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
県
民
税
に
お

い
て
は
申
告
が
必
要
で
す
。
な
お
、

所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め
に
は

確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

②
生
命
保
険
料
控
除
や
医
療
費
控

除
な
ど
を
受
け
る
人

※
確
定
申
告
が
不
要
な
人
で
も
、
生

命
保
険
料
や
医
療
費
な
ど
の
各
種
控

除
を
申
告
す
る
と
、
市
県
民
税
が
減

額
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。「
公

的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
に
記
載

さ
れ
て
い
る
控
除
以
外
の
各
種
控
除

が
あ
る
場
合
は
、「
市
県
民
税
の
申

告
」
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
６
月
か
ら
予
定
し
て
い
る
平
成
27

年
度
所
得
証
明
書
や
課
税
証
明
書

の
発
行
が
で
き
ま
せ
ん
。

▽
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
対
象

と
な
る
人
は
、
軽
減
が
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。

▼上陽支所　税務課市民税係（☎23・1113）

日　　程 対象地区 会場 時間午　　前 午　　後
2月2日㈪ 上横山第１ 上横山第２

上陽支所
1階
小会議室

9時～ 16時
2月3日㈫ 下横山第１・第２ 久木原
2月4日㈬ 北川内第１ 北川内第２
2月5日㈭ 北川内第３ 北川内第４・第５

▼八女市役所本庁　税務課市民税係（☎23・1113）
日　　程 対象地区 会場 時間

2月16日㈪～ 3月16日㈪
（土・日は除く） 八女市全地区 八女市役所1階

103会議室
9時～
16時30分

▼黒木総合支所　市民生活福祉課市民・税務係（☎42・1113）

日　　程 対象地区 会場 時間午　　前 午　　後

2月6日㈮
大淵・大淵中央・北
大淵・東・剣持・無
田・吹原・月足

上鹿子尾・下鹿子尾・
南笠原・釈形

黒
木
総
合
支
所
大
会
議
室

９
時
～
16
時

2月9日㈪
花渡・神露淵・四条
野・岳弓掛・荒谷・
東木屋・山中

笠原中央・椿原・北
木屋

2月10日㈫ 南木屋・上田代・中田代 原・下名・中名
2月12日㈭ 下田代・鹿子生・上名 湯辺田・田本・中原
2月13日㈮ 本分中央・下本分 犬山・南本分
2月16日㈪ 上北本分 西桑原
2月17日㈫ 馬場 東桑原

2月18日㈬
谷蓮輪 西今
※上記行政区のほか、譲渡所得・山林所得
や雑損控除のある人

2月19日㈭
栄町・下町・中町・
東上町 東今・西上町

※上記行政区のほか、譲渡所得・山林所得
や雑損控除のある人

表のとおり、平成27年度（平成26年分）市
民税・県民税の申告受付を行います。お住
まいの地区の指定日に申告してください。
指定日に都合が悪い人は、指定日以外でも申
告日程のなかで受け付けていますので、期限
内の申告をお願いします。

平
成
26
年
分
の
申
告
が
始
ま
り
ま
す
。

所
得
税
と
市
県
民
税
の

申
告
に
つ
い
て

２
月
か
ら
平
成
26
年
分
の
所
得
税
・
市
県
民
税
の
申
告
が
始
ま
り
ま
す
。
申
告
に
は
、
帳
簿
を

ま
と
め
領
収
書
等
は
項
目
ご
と
に
小
計
を
出
し
て
お
く
な
ど
の
整
理
を
し
、
収
入
金
額
と
必
要

経
費
を
算
出
し
て
備
え
て
く
だ
さ
い
。
待
ち
時
間
短
縮
の
た
め
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
平
成
26
年
１
月
か
ら
全
て
の
事
業
主
は
記
帳
と
帳
簿
の
保
存
が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

確定申告
受付会場

所 
得 
税

市
県
民
税

◦
所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
人

◦
市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
人

◦
申
告
し
な
い
と



　個人住民税（市・県民税）の住宅ローン控除について、対象期間
（現行：平成25年12月31日まで）が平成26年1月1日から平成29年12月
31日まで4年間延長します。さらにその期間のうち、平成26年4月1日か
ら平成29年12月31日までに居住を開始した人については、控除限度額
を97,500円から136,500円に拡大されます。

※所得税の住宅ローン控除可能額のうち、所得税から控除しきれなかっ
た額を、上記控除限度額の範囲内で住民税から控除するものです。

　上場株式等の配当・譲渡所得等に係る税率は、特例措置により平成
25年12月31日まで10%（所得税7%・住民税3%）の軽減税率が適用さ
れていますが、平成26年1月1日以後は本則税率の20%（所得税15%・
住民税5%）が適用されます。
※平成49年までは復興特別所得税（2.1%）が加算されます。

　個人株式市場への参加促進の視点から、上記の10％軽減税率廃止に
あわせて、次の非課税口座内の少額上場株式等に係る配当所得および
譲渡所得等の非課税措置が創設されました。

【非課税口座】非課税の適用を受けるため一定の手続きにより金融商品
取引業者等の営業所に設定された上場株式等の振替記載等に係る口座

▼矢部支所　税務課市民税係（☎23・1113）
日　　程 対象地区 会場 時間
2月2日㈪ １区・３区 矢

部
公
民
館

９
時
～
16
時

2月3日㈫ ２区　　　
2月4日㈬ ４区・５区
2月5日㈭ ６区　　　

▼星野支所　税務課市民税係（☎23・1113）
日　　程 対象地区 会場 時間
2月6日㈮ 小野地区 星

野
支
所

大
集
会
室

９
時
～
16
時

2月9日㈪ 椋谷地区
2月10日㈫ 星野地区
2月12日㈭ 上郷地区

▼立花支所　税務課市民税係（☎23・1113）
日　　程 対象地区 会場 時間

2月24日㈫ 光友地区
立
花
市
民
セ
ン
タ
ー

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

９
時
～
16
時

2月25日㈬ 辺春地区
2月26日㈭ 北山地区
2月27日㈮ 白木地区
3月2日㈪ 光友・辺春地区
3月3日㈫ 北山・白木地区
3月4日㈬ 立花全地区

八女税務署では、次の会場で申告相談を行います。
◦会場＝八女伝統工芸館（八女市本町2-123-2）
◦期間＝2月9日㈪～ 3月16日㈪ ※土日・祝日は休み
◦相談時間＝9時～ 16時
※期間中は、八女税務署で申告相談は行いません。

申告書等の作成は国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」
をご利用ください！ www.nta.go.jp 国税庁 検索

⬅
クリック！

平成26年分の申告期限と納期限

確定申告会場

復興特別所得税の記載もれにご注意を

◦所得税・贈与税＝3月16日㈪
◦個人事業者の消費税および地方消費税＝3月31日㈫

①
印
鑑
（
認
印
で
可
）

②
申
告
書
（
ま
た
は
お
知
ら
せ
ハ
ガ

キ
）
が
送
付
さ
れ
て
い
る
人
は
お
持

ち
く
だ
さ
い

③
申
告
者
本
人
名
義
の
口
座
（
所

得
税
の
還
付
申
告
に
該
当
す
る
場

合
必
要
）

④
所
得
金
額
を
証
明
で
き
る
も
の

▽
給
与
所
得
者
…
源
泉
徴
収
票

（
給
与
支
払
明
細
書
等
）

▽
農
業
、
営
業
等
、
不
動
産
所
得

者
…
収
支
明
細
の
わ
か
る
も
の
（
帳

簿
、
領
収
書
等
）

▽
農
業
所
得
者
…
購
買
取
引
報
告
書

（
Ｊ
Ａ
発
行
）
、
集
落
営
農
構
成
員

精
算
通
知
書
（
担
い
手
組
織
分
）

▽
年
金
受
給
者
…
源
泉
徴
収
票

▽
雑
所
得
（
個
人
年
金
等
）
を
受
け

た
人
…
保
険
会
社
の
支
払
調
書

▽
生
命
保
険
等
の
満
期
返
戻
金
を

受
け
た
人
…
支
払
機
関
か
ら
発
行
さ

れ
た
支
払
証
明
書

⑤
各
種
控
除
を
受
け
る
た
め
の
控

除
証
明
書
等

▽
社
会
保
険
料
控
除
…
国
民
健
康

保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
等
の
納
付
証
明
書
、

国
民
年
金
保
険
料
の
領
収
書
ま
た

は
支
払
証
明
書

▽
生
命
保
険
料
控
除
・
地
震
保
険

料
控
除
…
各
控
除
証
明
書

▽
医
療
費
控
除
…
医
療
費
の
領
収

書
、
保
険
で
補
て
ん
さ
れ
る
金
額
が

わ
か
る
も
の

▽
障
害
者
控
除
…
障
害
者
手
帳
等

▽
寄
付
金
控
除
…
寄
付
し
た
団
体

な
ど
か
ら
交
付
さ
れ
た
受
領
証
等

▽
税
務
課
市
民
税
係

（
☎
２
３
・
１
１
１
３
）

▽
八
女
税
務
署
代
表

（
☎
２
３
・
５
１
９
１
）

平成25年分から平成49年分まで、復興特別所得税（原則としてそ
の年分の所得税額の2.1％）を所得税と併せて申告・納付することと
なっています。所得税および復興特別所得税の確定申告書を作成す
る際は、「復興特別所得税」の記載もれのないようご注意ください。

◦個人住民税における住宅ローン控除の延長・拡充

◦上場株式等に係る配当所得および譲渡所得等に対しての軽減税率の廃止

◦非課税口座内の少額上場株式等に係る配当所得および譲渡所得等の非課税措置

◦
申
告
に
必
要
な
も
の

◦
問
い
合
わ
せ

⑴非課税対象 非課税口座内の少額上場株式等の配当および譲渡益

⑵非課税投資額 口座開設年に100万円を上限（翌年への繰越は不可）

⑶保有期間 最長5年間。途中売却可（ただし、売却しても非課税
枠再利用不可）

⑷非課税投資総額 最大500万円（100万円×5年間）

⑸口座開設数 年間1人1口座（毎年異なる金融機関への口座開設は可）

⑹開設者 その年の1月1日において満20歳以上である者

⑺制度継続期間 平成26年1月1日から平成35年12月31日までの10年間

改正前 改正後

居住年 H25.12.31まで H26.1.1 ～ 3.31 H26.4.1 ～
H29.12.31

控除
限度額

所得税の課税総所
得金額等の5％
(最高97,500円)

所得税の課税総所
得金額等の5％
(最高97,500円)

所得税の課税総所
得金額等の7％

(最高136,500円)

八
女
税
務
署

か
ら
の
お
知
ら
せ

平成27年度個人住民税の主な改正点！

広報やめ　2015.1.17
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なぜなぜ人権 － かけがえのない命が輝くまちをめざして －■ 問い合わせ＝人権・同和教育課（☎ 23・2074）

　　
み
な
さ
ん
に
は
、
友
達
は
い
ま
す
か
？

支
え
て
く
れ
る
仲
間
は
い
ま
す
か
？
私
は
、

「
本
当
の
友
達
」
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

　
こ
の
前
学
級
で
、
あ
る
人
が
書
い
た
作

文
を
読
み
ま
し
た
。
そ
の
人
は
周
り
の
目

を
と
て
も
気
に
し
て
い
ま
し
た
。
友
達
に

冷
た
い
態
度
を
と
ら
れ
、
ど
う
し
て
い
い

か
分
か
ら
な
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。
友
達

に
相
談
し
て
も
答
え
は
出
ず
、一
人
で
い
る

こ
と
が
多
く
な
っ
た
と
い
う
の
で
す
。

　
私
は
こ
の
作
文
を
読
ん
で
、
同
じ
ク
ラ

ス
の
Ａ
さ
ん
の
こ
と
を
思
い
う
か
べ
ま
し
た
。

Ａ
さ
ん
に
対
し
て
、
学
級
の
数
人
が
悪
口
を

言
っ
て
い
た
の
を
聞
い
て
、
私
は
同
じ
よ
う

な
言
葉
で
か
ら
か
っ
た
り
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
私
に
は
、
そ
れ
を
否
定
す
る
と
自

分
が
言
わ
れ
る
側
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
、

と
い
う
恐
さ
が
あ
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
い

じ
め
る
側
に
「
同
調
」し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
Ａ
さ
ん
は
、
私
に
　「
な
ん
で
悪
口
言
わ

れ
る
と
や
か
。」
と
相
談
し
て
く
れ
ま
し
た
。

で
も
、
私
も
一
緒
に
い
じ
め
ら
れ
る
か
も
し

れ
な
い
。
そ
の
恐
怖
か
ら
逃
げ
る
た
め
に
、

私
は
い
じ
め
ら
れ
る
側
に
も
い
じ
め
る
側
に

も
な
ら
な
け
れ
ば
い
い
と
考
え
ま
し
た
。
そ

し
て
、
私
を
信
頼
し
て
相
談
し
て
く
れ
た
Ａ

さ
ん
に
、「
わ
か
ら
ん
。」
と
答
え
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
陰
で
Ａ
さ
ん
の
悪
口
を
言
う

人
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
を
聞
く
た

び
に
、
私
は
Ａ
さ
ん
の
良
い
と
こ
ろ
が
見

え
な
く
な
り
、
Ａ
さ
ん
の
こ
と
が
き
ら
い
に

な
っ
て
い
く
よ
う
な
気
が
し
て
き
ま
し
た
。

正
し
く
な
い
と
分
か
っ
て
い
て
も
、
自
分
が

い
じ
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
恐
怖
に
私

は
追
い
つ
め
ら
れ
ま
し
た
。
自
分
も
い
じ

め
ら
れ
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
る
か
と
思
う

と
、
何
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
、

他
の
子
の
意
地
悪
な
一
言
に
、「
う
ん
」「
そ

う
だ
よ
ね
」
と
返
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

　
あ
る
時
、
学
級
で
紙
上
討
論
を
し
ま
し

た
。
ま
ず
、
あ
る
作
文
に
対
し
て
自
分
の

考
え
を
書
き
ま
す
。
そ
れ
を
、
先
生
が
パ

ソ
コ
ン
で
整
理
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
名
前

の
代
わ
り
に
番
号
を
う
っ
て
あ
る
の
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
番
号
の
考
え
に
対
し
て
、
ま
た
自

分
の
考
え
を
書
き
ま
す
。
そ
れ
を
く
り
返

す
こ
と
で
、私
た
ち
は
自
分
を
見
つ
め
直
し
、

友
達
の
こ
と
を
よ
り
深
く
考
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
私
は
、
思
い
き
っ
て
自
分
の
気
持
ち
を

素
直
に
書
き
ま
し
た
。
次
の
紙
上
討
論
の

時
に
み
ん
な
の
考
え
を
読
む
と
、
な
ん
と
、

私
の
考
え
に
「
共
感
」
し
て
く
れ
る
人
が

た
く
さ
ん
い
た
の
で
す
。

　「
す
ご
く
わ
か
る
。」　「
助
け
ら
れ
ず
、
つ

ら
かっ
た
だ
ろ
う
。」
私
の
も
や
も
や
し
た
気

持
ち
を
分
か
っ
て
く
れ
る
人
。
周
り
の
目
を

気
に
し
て
何
と
か
し
た
く
て
も
で
き
ず
に
い

た
人
。
悪
い
と
分
か
っ
て
い
て
も
周
り
に
流

さ
れ
る
人
。
私
の
気
持
ち
を
分
か
っ
て
く
れ

る
人
が
い
て
、
涙
が
出
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
今
、
Ａ
さ
ん
に
謝
る
こ
と
が
で

き
、
以
前
と
同
じ
よ
う
に
仲
よ
く
過
ご
し

て
い
ま
す
。
で
も
、
ま
た
同
じ
よ
う
な
こ

と
が
起
き
た
と
き
、
私
は
助
け
る
自
信

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
恐
怖
が
あ
り
ま

す
。
け
れ
ど
も
、
私
の
学
級
に
は
、
同
じ

気
持
ち
の
子
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
何
人

か
で
力
を
合
わ
せ
て
、　「
そ
ん
な
こ
と
な

い
よ
。」　「
も
っ
と
良
い
と
こ
ろ
を
見
よ
う

よ
。」
と
言
い
た
い
で
す
。
友
達
と
力
を
合

わ
せ
て
、
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
る
子
や
さ

び
し
い
思
い
を
し
て
い
る
子
を
助
け
ら
れ

る
学
級
に
し
た
い
で
す
。

　「
本
当
の
友
達
」と
は
、何
で
も
言
え
る
人
、

何
で
も
受
け
入
れ
て
く
れ
る
人
、
そ
し
て
支

え
合
え
る
人
だ
と
思
い
ま
す
。
私
も
誰
か
の

そ
ん
な
友
達
に
な
り
た
い
し
、
私
も
そ
ん
な

友
達
を
作
れ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
素
直
な
人
権
感
覚
に
触
れ
る
と
き
、
私
た
ち
大
人
の
心
は
揺
り
動
か
さ
れ
改
め
て

子
ど
も
た
ち
の
心
の
豊
か
さ
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。
12
月
６
日
㈯
に
開
催
し
た
「
ス
マ
イ
ル
フ
ェ
ス
タ

や
め
２
０
１
４
」
に
お
い
て
市
内
の
小
中
学
校
代
表
５
人
が
、
人
権
に
つ
い
て
自
分
の
体
験
や
思
い

を
発
表
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
発
表
者
の
一
人
で
あ
る
八
幡
小
学
校
６
年
古
賀
文
那
さ
ん
の
発

表
を
紹
介
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
人
権
に
対
す
る
感
性
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

「
本
当
の
友
達
」と
は

「
本
当
の
友
達
」
と
は

　
八
幡
小
学
校
６
年　
古
賀 

文あ
や
那な

①
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
っ
て
く
れ
た
八
幡
小
学
校
「
み
ん
な
で

歌
お
う
教
室
」
の
み
な
さ
ん 

②
鎌
田
實
さ
ん
の
講
演
「
が
ん

ば
ら
な
い
」
け
ど
「
あ
き
ら
め
な
い
」  

③
講
演
会
に
聞
き
入

る
会
場
の
皆
さ
ん  

④
バ
ザ
ー
会
場
も
大
盛
況
で
し
た 

発表する古賀文那さん

※当日発表した作文の内容を一部編集して掲載しています。

１ ２

３４



　高校生以上、男女、市内外の居住地問いません。
１回のみのお手伝いでもありがたいです（未成年
者は、保護者の同意をお願いします）。八女が大
好きで、八女を訪れるお客様に笑顔になっていた
だきたい、そんな想いの人は、ぜひご連絡ください。
◦申込・問い合わせ＝観光振興課（☎２３・１１９２）
　　

　
平
成
７
年
１
月
17
日
に
発
生
し
た
「
阪
神
・
淡

路
大
震
災
」
を
踏
ま
え
、「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
日
（
１
月
17
日
）」、
と
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

週
間
（
１
月
15
日
か
ら
21
日
ま
で
）」
が
制
定
さ
れ

ま
し
た
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
い
て
、
各
種

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
や
住
民
の
自
発
的
な
防
災

活
動
の
重
要
性
が
広
く
認
識
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ

ん
の
家
庭
や
地
域
、
事
業
所
に
お
い
て
、
防
災
対

策
は
十
分
な
の
か
改
め
て
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
当
消
防
本
部
で
は
、
行
政
区
や
事
業
所
単
位

で
の
防
火
教
室
や
避
難
訓
練
を
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
最
寄
り
の
消
防
署
、
分
署
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
自
分
や
大
切
な
人
の
命
、
貴
重
な
財
産
を
守
る

た
め
、
今
で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝

▽
八
女
消
防
本
部
予
防
課
（
☎
２
４
・
１
１
１
９
）

▽
八
女
消
防
署
立
花
分
署
（
☎
３
６
・
０
１
１
９
）

▽
八
女
消
防
署
広
川
分
署
（
☎
３
２
・
２
１
１
９
）

▽
八
女
消
防
署
上
陽
分
署
（
☎
５
４
・
２
１
１
９
）

▽
八
女
東
消
防
署
（
☎
４
２
・
０
１
１
９
）

▽
八
女
東
消
防
署
星
野
分
署
（
☎
５
２・２
１
１
９
）

▽
八
女
東
消
防
署
矢
部
分
署
（
☎
４
７・２
１
１
９
）

　
平
成
26
年
度
八
女
市
地
域
づ

く
り
提
案
事
業
の
第
二
次
募
集

（
10
月
1
日
～
31
日
）
を
し
た
と

こ
ろ
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
等
の

各
団
体
か
ら
２
件
の
事
業
申
請

が
あ
り
、
11
月
12
日
の
選
考
会

議
に
お
い
て
、
２
件
と
も
採
択
さ

れ
ま
し
た
。
採
択
団
体
は
、
交

付
決
定
を
受
け
11
月
末
か
ら
各

地
域
で
事
業
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
団
体
の
活
動
状
況
等
に
つ
い

て
は
、
市
広
報
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
紹
介
し
て
い
く
予
定
で
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
地
域
支
援
課

地
域
づ
く
り
支
援
係
（
☎
２
３
・

１
２
２
４
）

団体名 椋谷校区地域づくり振興会
会長　田中和俊

矢部地域づくり協議会
会長　田島冨士雄

活動名称 景観等の保全事業と史跡
（御手負いの水）整備事業

日向神ダム湖畔に秋の装
いを作ろう

実施期間 平成 26 年 11月 
　　～平成 27 年 3 月

平成 26 年 12 月 
　　～平成 27 年 3 月

事業概要

　南北朝・懐良親王ゆかり
の市指定文化財「御手負
いの水」の整備と合わせ、
鷹取越古道周辺にモミジと
サツキを植林して史跡めぐ
り等の一貫として整備する。
また、この史跡までの市道
沿いに久留米ツツジとモミ
ジを植林して観光道路とし
て整備する。

　数年前に日向神ダム湖畔
に数十本のモミジが植えら
れ、誘客に大きな力を発揮
すると地域住民から要望が
上がっている。県道沿いに
３年間かけて 300 本（年
100 本）のモミジを植栽し、
春の桜・秋のモミジの２大
景勝として市民および観光
客に楽しんでもらう。

　　　日にち 時　間 内　容

【３月１㈰】
十二単衣と束帯姿の結
婚式

11時～
12 時

フラワーシャワーやパレード
の付き添い 4 人

12 時～
14 時半

願い雛（八女公園にて）受
付や案内、甘酒の接待 5 人

【３月８日㈰】
あなたもお雛様に変身

13 時～
16 時

受付や案内　4 人
写真撮影とプリント 2 人

【３月15 日㈰】
十二単衣と束帯姿の結
婚式

11時～
12 時

フラワーシャワーやパレード
の付き添い 4 人

12 時～
14 時半

願い雛（八女公園にて）受
付や案内、甘酒の接待 5 人

【３月21日㈷】
あなたもお雛様に変身

13 時～
16 時

受付や案内 4 人
写真撮影とプリント 2 人

【３月22日㈰】
あなたもお雛様に変身

13 時～
16 時

受付や案内 4 人
写真撮影とプリント 2 人

「第 18 回 雛の里・八女ぼ
んぼりまつり」でサポート
していただくボランティア
を募集しています。

ひなさぽ募集！

平
成
26
年
度
八
女
市
地
域
づ
く
り
提
案

事
業
「
第
二
次
募
集
」
２
件
を
採
択

防災とボラン
ティアの日
八女消防本部（☎ 24・0119）

広報やめ　2015.1.19
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矢
部
村
は
「
矢
部
川
の
源
流
」
で
す
。

村
内
に
は
源
流
公
園
・
源
流
の
森
が
あ
り

ま
す
。
主
源
流
は
三
つ
あ
り
ま
す
。
三
国

山
か
ら
発
し
て
い
る
本
流
、
御
前
岳
・
釈

迦
岳
か
ら
湧
き
出
す
御
側
川
、
そ
し
て
八

女
津
媛
神
社
の
奥
か
ら
流
れ
出
る
樅も

み
づ
る鶴

川

で
す
。
こ
の
ほ
か
八
知
山
川
・
竹た

か
わ
ら原

川
・

田
出
尾
川
・
梅
地
藪
川
・
桑
ノ
平
川
・
柏か

や

木ぎ

川
・
臼
ノ
払
川
・
日
向
神
川
な
ど
地
域

名
で
呼
ば
れ
る
川
が
合
流
し
て
日
向
神
ダ

ム
に
注
ぎ
ま
す
。

　
矢
部
川
は
一
級
河
川
（
維
持
・
管
理
・

使
用
の
制
限
な
ど
を
国
が
管
理
す
る
川
）

で
す
。
上
流
は
せ
ま
く
岩
間
に
瀬
音
響
く

急
流
で
す
が
、
河
口
近
く
は
広
く
ゆ
っ
た

り
と
流
れ
る
名
川
で
す
。
村
在
住
の
詩
人

椎
窓
猛
氏
の
詩
集
「
山
峡
木
契
録
」
に
は
、

源
流
の
「
岩
を
噛
む
よ
う
な
激
し
い
流
れ
」

は
、「
な
ん
と
穏
や
か
な
筑
後
訛
り
の
水
の

流
れ
」
と
詩
的
に
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
源
流
は
、
八
女
市
内
で
笠
原
川
・
星
野

川・辺
春
川・
白
木
川
と
合
流
し
山
ノ
井
川・

花
宗
川
に
分
流
、
瀬
高
町
で
は
沖
の
端
川

に
分
か
れ
高
田
町
で
飯は

江え

川
・
楠
田
川
と

合
流
し
ま
す
。
川
が
通
る
市
町
村
の
人
口

は
約
18
万
３
千
人
で
す
。

　
水
源
の
高
さ
９
９
４
㍍
（
三
国
山
頂
）、

源
流
か
ら
河
口
ま
で
の
長
さ
61
㌔
㍍
・
平

均
水
量
は
一
分
間
に
22
㌧
（
船
小
屋
観
測

所
）、
流
域
面
積
６
２
０
平
方
㌖
で
福
岡

ド
ー
ム
４
６
０
０
個
分
に
な
り
ま
す
。
途

中
、
農
業
用
水
・
工
業
用
水
・
発
電
・
魚

類
の
育
成
に
活
用
さ
れ
、
最
後
は
有
明
海

に
注
ぎ
海
の
幸
を
育
み
ま
す
。

　
　

　
１
６
２
０
年
（
元
和
６
）
大
阪
夏
の
陣

で
功
あ
っ
た
立
花
宗
茂
が
柳
川
藩
主
に
、

同
年
有
馬
豊
氏
が
久
留
米
藩
主
と
な
り
、

矢
部
川
（
当
時
は
黒
木
川
・
上
妻
川
な
ど

通
る
地
域
名
で
呼
ん
だ
）
の
中
央
が
国
境

と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
よ
っ
て
「
境
川
（
境

目
川
）」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、漁・農・

飲
料
な
ど
川
の
恵
み
に
感
謝
を
込
め
「
御

境
川
」
と
呼
ん
だ
よ
う
で
す
。

　
矢
部
川
は
度
々
洪
水
で
暴
れ
ま
し
た
。

柳
川
藩
の
田た

尻じ
り

惣そ
う

馬ま

が
１
６
９
５
年
立
花

町
に
築
い
た
全
長
１
３
０
０
間
（
２
・
７

㌔
）
の
壮
大
な
堤
防
は
、
千
間
土
居
ま
た

尊
敬
と
労
働
の
過
酷
さ
を
込
め
惣
馬
が
土

居
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
惣
馬
は
更
に
、
土

居
を
守
る
た
め
水
流
を
変
え
る
水み
ず
は
ね刎

も
作

り
、
洪
水
の
度
に
濁
流
が
対
岸
久
留
米
藩

の
土
居
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
ま
し
た
。

　
明
治
の
始
め
、
京
で
は
東
本
願
寺
の
改

築
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
柱
に
矢
部
村
六

本
松
の
巨
大
ケ
ヤ
キ
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

切
り
出
し
た
大
木
は
矢
部
川
ま
で
運
ば
れ
、

急
流
地
は
堰
を
つ
く
っ
て
水
を
貯
め
浮
か

せ
て
は
次
に
流
す
と
い
う
方
法
で
水
路
京

へ
運
ば
れ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
こ
の
木
の
枝

で
こ
し
ら
え
た
と
い
う
径
二
尺
ほ
ど
の
ウ
ス

が
、
矢
部
村
の
善
正
寺
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
明
治
４
年
、
藩
は
久
留
米
県
と
柳
河
県

と
な
り
、同
年
三
潴
県
と
し
て
ひ
と
つ
に
な
っ

た
の
で
境
川
と
呼
べ
な
く
な
り
ま
し
た
。
翌

年
５
月
８
日
「
元
柳
川
・
久
留
米
藩
の
際

境
川
と
唱
え
来
た
り
し
川
、
今
日
よ
り
矢
部

川
と
相
唱
え
申
す
べ
き
こ
と
　
壬
申
五
月
」

と
の
通
達
に
よ
り
矢
部
川
と
統
一
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
時
は
福
島
町
・
岡
山
村
な
ど
と
い

い
、
八
女
市
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
郡
に

い
た
っ
て
は
、
上
妻
郡
・
下
妻
郡
と
い
っ
て

お
り
、
八
女
郡
と
呼
ば
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
政
府
は
八
女
川
で
な
く
、
源
流
を
生
か

し
て
矢
部
川
と
通
達
し
た
の
で
す
。

　
　
　

　
三
国
山
ふ
も
と
の
山
口
と
い
う
集
落
で

は
、
本
流
を
大
根
川
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

「
む
か
し
、
女
衆
が
大
根
を
洗
い
よ
っ
た
ら
、

通
り
が
か
り
の
貧
僧
が
一
本
く
れ
と
言
う
。

や
っ
と
の
思
い
で
育
て
た
大
根
、
分
け
て
や

ら
ん
じ
ゃ
っ
た
。
そ
し
た
ら
、
大
根
洗
う
時

期
に
は
水
が
枯
れ
た
げ
な
。
そ
れ
か
ら
村

人
は
川
ま
つ
り
ば
す
る
ご
つ
な
っ
た
。
竹
を

立
て
し
め
縄
を
張
り
、
収
穫
し
た
大
根
を

ぶ
ら
下
げ
酒
を
供
え
と
っ
た
。
み
ん
な
年

寄
っ
て
今
は
し
よ
ら
ん
」
と
の
お
話
。
そ
こ

か
ら
２
㌔
下
流
柴
庵
集
落
の
橋
に
、
何
と

そ
の
お
飾
り
を
見
つ
け
た
の
で
す
。
尋
ね
る

と
、
欲
し
が
っ
た
の
が
「
水
神
さ
ん
」
と
い

う
だ
け
異
な
り
、
後
は
同
じ
で
し
た
。
実

施
は
豊
作
祭
で
11
月
、
収
穫
で
き
た
感
謝
・

命
の
水
へ
の
畏
敬
が
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
山
ノ
井
川
が
通
る
十
丁
橋
や
大
籠
な
ど

に
も
川
ま
つ
り
の
飾
り
が
見
ら
れ
ま
す
。
目

的
は
「
子
ど
も
の
水
難
除
け
・
田
の
水
の
祈

願
・
梅
雨
期
の
水
害
防
止
」
な
ど
で
５
月
に

実
施
、
し
め
縄
と
と
も
に
麦
ワ
ラ
（
近
年
は

稲
ワ
ラ
）
と
カ
ヤ
で
タ
コ
を
作
り
、
ワ
ラ
の

角
樽
と
さ
か
ず
き
・
木
の
カ
ツ
オ
節
な
ど
を

ぶ
ら
下
げ
龍
神
に
供
え
ま
す
。
地
元
で
は
ま

ず
子
ど
も
の
会
を
終
え
大
人
の
宴
に
な
る
と

か
。
一
家
総
出
の
ま
つ
り
で
、
地
域
づ
く
り

に
効
を
発
揮
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
黒
木
城
主
助す

け
よ
し能
の
奥
方
と
乳
母
た
ち
の

「
剣
ヶ
渕
」
入
水
悲
話
は
有
名
で
す
。
黒
木

町
築
地
に
は
流
れ
着
い
た
遺
体
を
温
め
た
こ

と
か
ら
築つ

い
ぢ
か
ん
の
ん

地
観
音
が
ま
つ
ら
れ
、
奥
方
の
観

音
像
と
侍
女
が
流
れ
つ
い
た
柳
島
で
も
、
飴

形
屋
が
見
つ
け
温
め
た
こ
と
か
ら
ほ
っ
け
ん

ぎ
ょ
う
が
始
ま
り
今
も
１
月
17
日
「
あ
め
が

た
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
　
　
　
　 （
矢
部
村
　
山
口
　
久
幸
）

【
参
考
】
矢
部
村
誌
、
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア

協
力
～
矢
部
（
栗
原
清
・
山
口
政
子
・
山
口
喜

代
子
）　

忠
見
（
江
口
米
次
夫
妻
、
井
本
政
弘
）

柳
島
（
秋
山
武
徳
）
立
花
（
平
島
格
）

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
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■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ ⑩

矢
部
川

源
流

川
ま
つ
り

御
境
川
と
水

川まつりの飾り（矢部村柴庵）

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
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平成27 6
30

あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女郵便局

　
平
成
27
年
の
八
女
市
横
町
町
家
交
流
館
企

画
展
の
第
一
弾
は
、「
新
春
企
画
作
品
展
」
を

開
催
し
ま
す
。

　
八
女
地
区
で
創
作
活
動
を
行
う
八
女
文
化

連
盟
美
術
部
有
志
が
、「
茶
の
文
化
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
作
品
や
、
そ
れ
ぞ
れ
が
新
年
に
向
け

て
新
た
な
思
い
を
形
に
し
た
作
品
を
展
示
し
ま

す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

◦
期
間
＝
１
月
５
日
㈪
～
２
月
８
日
㈰

◦
会
場
＝
八
女
市
横
町
町
家
交
流
館

　
　（
八
女
市
本
町
94
番
地
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
館
（
☎
２
３
・
４
３
１
１
）

新
春
企
画
作
品
展

横町町家
交流館
1月の催し

手揉み風景　中園悦雄

【地場産品発掘・ブランド化事業】
▽坂本盛夫（神奈川県横浜市） 　▽馬場英治（神奈川県
横浜市）　▽丹治雅博（福島県福島市）　▽富岡伸成（東
京都世田谷区）　▽匿名 14 件

【未来を担う子どもの教育及び少子化対策事業】
▽太田和人（福岡市）　▽田口尚弘（高知県南国市）
▽塩見公一（神奈川県横浜市）　▽ NPO 法人グラウンド
ワーク福岡 八女市上陽町芋焼酎プロジェクト実行委員会

（福岡市）　▽藤代聖子（千葉県千葉市）　▽由井希佳（愛
知県名古屋市）　▽丸山成二（大阪府大阪市）　▽康 京一

（大阪府東大阪市）　▽長谷川敬恭（栃木県宇都宮市）　▽
堤 藤成（東京都港区）　▽下川弘樹（東京都港区）　▽白
石政樹（千葉県浦安市）　▽辻 英樹（北海道札幌市）　▽
鎌田芳廣（北九州市） 　▽田島冨士雄（矢部村）▽匿名
36 件

【観光振興・交流事業】
▽宮地美世（愛知県江南市）　▽安江英晴（東京都江東区）
▽匿名 3 件

【環境保全事業】
▽木村 達（飯塚市）　▽中川 勲（兵庫県尼崎市）　▽高木 
恵（広島県呉市）　▽匿名 19 件

【その他市長が必要と認める特定の事業】
▽手島恒明（埼玉県さいたま市）　▽樋口謙二（宮城県仙
台市）　▽武藤 功（神奈川県横浜市）　▽飯田紀彦（大阪
府吹田市）　▽池田泰久（神奈川県横浜市）　▽釆原徹男

（山口県宇部市）　▽早川朋也（大牟田市）　▽豊木 廣（岐
阜県各務原市）　▽松永直記（東京都大田区）　▽橋爪史
勝（福岡市）　▽深谷 茂（東京都町田市）　▽森平朋代（愛
知県名古屋市）　▽匿名 42 件
⃝ 11 月末現在累計額＝３６６２万３９０５円

ふるさと支援寄附のお礼（敬称略）

九州電力から
感電事故防止
のお願い

感電事故防止のため、電線付近でたこ揚げを
行ったり、鉄塔周辺へ近づいたりしないようにお
願いします。

また、電線にたこがかかった場合は、絶対に
触れないで、九州電力までご連絡いただきます
ようお願いします。

【連絡先】
九州電力㈱八女営業所
☎０１２０・９８６・２１０（通話料無料）
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『四季 はる・なつ・あき・ふゆ』

　八女の魅力を伝え八女ファンを増やしたい

茶
の
花
や
観
音
堂
へ
つ
づ
く
垣か
き

散さ
ん
ぽ
じ
歩
路
に
は
み
出
す
皇
帝
ダ
リ
ア
か
な

極
め
た
る
黄
色
城じ
ょ
う

址し

の
大お
お
い
ち
ょ
う

銀
杏

遠
き
日
の
約
束
い
ま
だ
花は
な

八や
つ

手で

湖
や
大
白
鳥
の
点て
ん
と
な
り

冬
瓜
の
出
店
の
真ま

中な
か

鎮
座
せ
り

堤   

多
鶴
子

田
中
サ
ト
リ

中
川
原
篤
子

松
﨑   

伸
子

松
延
み
さ
と

牛
島  

景
子

堤 

呼
秋
選

八
女
紫
苑
句
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
苦
情
、
疑
問
な

ど
、
あ
な
た
の
「
声
」
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
建
設
的
な
ご
意
見
や
ご
提
案
に
つ
い
て

は
、
市
長
や
担
当
課
な
ど
か
ら
直
接
ご
本
人

へ
回
答
も
し
て
い
ま
す
の
で
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
等
連
絡
先
の
記
入
を
お
願
い
し
ま

す
。
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
特
定
の
個
人
を
誹
謗
、
中
傷
、
非
難
す
る

な
ど
し
て
い
る
も
の

▽
公
の
秩
序
ま
た
は
善
良
の
風
俗
に
反
す
る

も
の

▽
明
ら
か
に
営
利
を
目
的
と
し
て
い
る
も
の

▽
趣
旨
が
不
明
確
も
し
く
は
不
明
な
も
の

▽
そ
の
他
、
市
が
不
適
当
と
判
断
す
る
も
の

　

平
成
25
年
４
月
か
ら
、
右
の
と
お
り
市
長

へ
の
は
が
き
の
様
式
を
一
部
変
更
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
投
稿
い
た
だ
い
た
人
の
個
人

情
報
保
護
の
観
点
に
よ
り
、「
１
」「
２
」 

に

つ
い
て
投
稿
者
ご
自
身
に
記
入
の
協
力
を
お

願
い
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

掲
載
可
ま
た
は
公
開
可
に
〇
を
つ
け
ら
れ

た
場
合
に
お
い
て
も
、
投
稿
者
等
個
人
が
特

定
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
個
人
情
報
に
は

十
分
注
意
し
、
広
報
紙
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
、
公
開
請
求
が
あ
っ
た
場
合
は
情
報

公
開
し
ま
す
。
〇
の
ご
記
入
が
な
い
場
合
は

掲
載
不
可
・
公
開
不
可
と
判
断
し
ま
す
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
市
長
公
室
秘
書
広
報
係

（
☎
２
３
・
１
１
１
０
）

あ
な
た
の     

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す

声

消費生活
そうだん

②

消
費
生
活
相
談
で
は
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
消
費
生
活
全
般

に
関
す
る
苦
情
や
問
い
合
わ
せ
な
ど
、
消
費
者
か
ら
の
相
談
を

専
門
の
相
談
員
が
受
付
け
、
公
正
な
立
場
で
処
理
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
。
今
月
は
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
突
然
の
訪
問
販
売
、
電
話
勧
誘
な
ど
不

意
打
ち
で
勧
誘
さ
れ
る
よ
う
な
販
売
方
法

や
、
エ
ス
テ
や
内
職
、
マ
ル
チ
商
法
な
ど

成
果
が
確
実
で
は
な
い
契
約
は
、
後
で
冷

静
に
な
る
と
後
悔
し
て
し
ま
う
場
合
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
ク
ー
リ

ン
グ
オ
フ
（Cooling

＝
冷
静
に
、Off

＝

解
約
）
と
い
う
制
度

が
あ
り
ま
す
。
違
約

金
や
理
由
な
ど
必
要

な
く
解
約
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

【
可
能
な
場
合
】

　
訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
、
エ
ス
テ
、

内
職
、マ
ル
チ
商
法
そ
の
他
法
律
で
ク
ー

リ
ン
グ
オ
フ
で
き
る
と
定
め
ら
れ
た
商

品
、
サ
ー
ビ
ス
等
で
す
。

【
期
間
】

　
契
約
書
を
受
け
取
っ
て
か
ら
一
定
期

間
で
す
。
訪
問
販
売
、
電
話
勧
誘
販
売
、

エ
ス
テ
等
は
８
日
間
、
内
職
、
マ
ル
チ

商
法
は
20
日
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
方
法
】

　
契
約
日
、
購
入
商
品
、「
ク
ー
リ
ン
グ

オ
フ
し
ま
す
」
の
意
思
表
示
、
ク
ー
リ

ン
グ
オ
フ
の
日
付
等
の
必
要
事
項
を
書

面
（
ハ
ガ
キ
可
）
に
記
載
し
て
、
記
録

の
残
る
方
法
で
契
約
の
相
手
に
郵
送
し

ま
す
。
た
だ
し
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
が

認
め
ら
れ
な
い
商
品
や
、
商
品
を
消
費

し
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
ク
ー
リ
ン
グ

オ
フ
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

⃝

相
談
・
問
い
合
わ
せ
＝

八
女
市
消
費
生
活
相
談
窓
口
〈
月
～
金

曜
日
〉
８
時
30
分
～
16
時
30
分

（
☎
２
３・１
１
８
３
）

※
毎
週
水
曜
日
９
時
～
16
時
、
黒
木
総

合
支
所
第
３
相
談
室
で
出
張
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。（
☎
４
２・１
１
１
１
）

訪
問
販
売
、
電
話
勧
誘
等
で
商
品
を

購
入
・
契
約
。
冷
静
に
な
り
後
悔
。

「
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
」制
度
が
あ
り
ま
す

12

ご意見記入欄　　　（八女市広報Ｈ 27.1）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。
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1月の 
八女市立図書館（本館）☎22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～ 20時
　　　　　　　　土日祝10時～ 20時
上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・1522
※分館の開館時間＝9時～ 17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

《上陽・立花・矢部・星野分館の休館日》
※月曜・祝・休日、館内整理日  
5 ㈪ ,12 ㈷ ,19 ㈪ ,26 ㈪ ,30 ㈮

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
5 ㈪ ,19 ㈪ ,26 ㈪ ,30 ㈮図書館の休館日

１月

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp

《黒木分館の休館日》※火曜・祝・休日、館内整理日

6 ㈫ ,12 ㈷ ,13 ㈫ ,20 ㈫ ,27 ㈫ ,30 ㈮

★1月の館内整理日は30日㈮★

年末年始は12/29～1/4がお休みとなります

◦出演＝絵本作家 よしなが
こうたくさん
◦日時＝2月15日㈰13時開場
◦場所＝八女文化会館

◦日時＝2月1日㈰、
7日㈯、8日㈰、11日
㈷、14日㈯13時～
◦場所＝八女市立図
書館本館２階研修室

◦日時＝2月1日㈰、7日㈯、8日㈰、11日㈷、
14日㈯14時～
◦場所＝八女市立図書館本館２階研修室
★いつもとちがう雰囲気の中でのよみきかせにぜ
ひご参加ください。※7日㈯11時からは、0 ～ 2歳
児対象の「スペシャルあかちゃんよみきかせ」です。

子どもたちのぬいぐるみを図書館で
お預かりして、夜の図書館でぬいぐ
るみたちが過ごす様子をリポートしま
す。くわしいことは、図書館HPまた
はチラシをご覧ください。

今回のテーマは、『四季』をテーマに開催します。期間中は、おすすめの本の展
示や参加型のイベント、ボランティア等によるよみきかせなどを行います。

大人から子どもまで楽しんでいただける催しです。

♥日時＝2月1日㈰～2月15日㈰　♥場所＝八女市立図書館本館・各分館
絵本だいすき『四季 はる・なつ・あき・ふゆ』

♥本館＝10日、17日、24日、31
日　おはなしコーナー
※いずれも土曜日14時から
※24日は小学生対象
♥黒木分館＝10日㈯10時30分
～　 おはなしコーナー

1月のよみきかせ

1月のあかちゃんよみきかせ
0～2歳くらいの赤ちゃん対象
です♪
♥本館　17日㈯11時～
２階研修室
♥黒木分館　22日㈭10時30分
～　おはなしコーナー

幼児～小学生の皆さん対象です♪ 「どんなのが
できるかな？」

絵本
だいすき
よみきかせ

ぬいぐるみ
お泊まり会

講演
「番長きたる！
読み聞かせ＆ラ
イブペイント」

わくわく
ワークショップ

Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

ぼ
ん
ぼ
り
ま
つ
り
実
行
委
員
会
副
会
長  

釘く
ぎ
た田
信し

ん
い
ち
ろ
う

一
郎
さ
ん（
平
塚
）

「実行委員も年齢、性別、職業などさ
まざまな人が集まっています。考えや
価値観の相違で衝突することもあり
ますが、いろんな意味でパワーをもら
い、刺激を受けています」

72

「
八
女
に
遊
び
に
来
て
く
れ
る
リ
ピ
ー

タ
ー
を
増
や
し
た
い
」
― 

今
年
も
福
島

地
区
一
帯
で
「
雛
の
里
八
女
ぼ
ん
ぼ
り

ま
つ
り
」
が
２
月
22
日
㈰
か
ら
約
一
か
月

間
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
つ
り
の
実
行
委

員
会
の
副
会
長
を
務
め
る
釘
田
さ
ん
。

「
ぼ
ん
ぼ
り
ま
つ
り
の
目
玉
は
十
二
単

と
束
帯
姿
の
結
婚
式
で
す
が
、
日
曜
日

ご
と
に
い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て

い
ま
す
。
今
年
は
お
雛
様
に
関
す
る
小

物
や
ネ
イ
ル
ア
ー
ト
な
ど
を
体
験
で
き

る「
ひ
な
マ
ル
シ
ェ
」を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
結
婚
式
で
の
フ
ラ
ワ
ー
シ
ャ
ワ
ー

や
パ
レ
ー
ド
の
付
き
添
い
や
願
い
雛
の
受

付
な
ど
し
て
も
ら
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
“
ひ

な
さ
ぽ
”
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
一
日
で

も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
ま
つ
り
を
一
緒
に

盛
り
あ
げ
て
協
力
し
て
ほ
し
い
で
す
」。

釘
田
さ
ん
は
長
崎
県
佐
世
保
市
生
ま

れ
。
就
職
し
た
大
阪
か
ら
転
勤
で
九
州

に
帰
っ
て
き
た
と
こ
ろ
が
八
女
で
し
た
。

八
女
の
町
が
気
に
入
り
、
住
ん
だ
か
ら

に
は
八
女
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
し
た

い
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
知
人
に
誘
わ

れ
「
八
女
ふ
る
さ
と
塾
（
町
並
み
保
存

活
動
団
体
）」
の
一
員
と
な
り
、
こ
の
ま

つ
り
に
実
行
委
員
と
し
て
携
わ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

「
八
女
の
魅
力
は
実
際
に
歩
い
て
み
な

い
と
分
か
り
ま
せ
ん
。
ゆ
っ
く
り
時
間
を

か
け
て
、
八
女
の
い
い
と
こ
ろ
を
探
し
て

ほ
し
い
。
そ
の
手
伝
い
と
し
て
今
年
も
法

被
を
着
て
、
観
光
客
に
声
を
か
け
て
八
女

の
良
さ
を
も
っ
と
広
め
て
い
き
た
い
。
め

げ
た
り
、
へ
こ
ん
だ
り
し
た
こ
と
も
多
々

あ
り
ま
す
が
、
そ
う
す
る
こ
と
で
、
イ
ベ

ン
ト
時
だ
け
で
は
な
い
本
当
の
八
女
フ
ァ

ン
が
増
え
る
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　八女の魅力を伝え八女ファンを増やしたい

まつり期間中の人力車の車夫として
も10年以上。「引いていて誇らしい
気持ちがして、思わずいつも笑みが
こみ上げてきます」

※
ひ
な
さ
ぽ
募
集
は
９
ペ
ー
ジ

堤   

多
鶴
子

田
中
サ
ト
リ

中
川
原
篤
子

松
﨑   

伸
子

松
延
み
さ
と

牛
島  

景
子
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ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓふ

じ
な
み
幼
稚
園
と
あ
ゆ
み
保

育
園
か
ら
11
月
19
日
㈬
、
勤
労
感

謝
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
黒
木
総
合
支
所
を
訪
れ
た

ふ
じ
な
み
幼
稚
園
年
長
組
10
人
と

あ
ゆ
み
保
育
園
２
歳
児
ク
ラ
ス
の

３
人
は
「
お
仕
事
ご
苦
労
さ
ま
で

す
」
の
か
わ
い
い
声
と
と
も
に
藤

田
総
務
課
長
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
手

渡
し
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
プ
レ

ゼ
ン
ト
は
黒
木
総
合
支
所
の
玄
関

ロ
ビ
ー
に
飾
っ
て
い
ま
す
。

お
仕
事
ご
苦
労
さ
ま
で
す

マ
ラ
ソ
ン
会
場
で
募
金
活
動

ふじなみ幼稚園の園児の皆さん プレゼントを渡すあゆみ保育園の園児

募金活動を行った後藤さん（中央）

目録を手にする福島会長（中央）

（上）八女市の歴
史 文 化に 興 味 を
示された藤岡さん

（左）受賞者を代
表して弓道部の今
里勉さんが感謝の
意と今後の決意を
述べました

50
年
の
節
目
に
八
女
市
体
育
協
会
の
発
展
を
誓
う

14

八
女
市
体
育
協
会
（
三
田
村
統

之
会
長
）
が
誕
生
し
て
50
年
を
迎

え
ま
し
た
。
11
月
30
日
㈰
、
記
念

事
業
と
し
て
総
合
体
育
館
で
「
藤

岡
弘
、
講
演
会
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
俳
優
で
武
道
家
の「
藤
岡
弘
、」

さ
ん
が
、「
世
界
が
求
め
る
日
本
の

心
～
サ
ム
ラ
イ
精
神
が
日
本
を
救

う
～
」
と
題
し
て
、
日
本
人
が
持

つ
人
を
思
い
や
る
心
、
人
を
い
た

わ
る
心
の
素
晴
ら
し
さ
に
つ
い
て
、

自
ら
が
世
界
中
の
難
民
キ
ャ
ン
プ

等
で
取
り
組
ん
で
い
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の
実
体
験
を
交
え
て
熱

く
語
り
ま
し
た
。
ま
た
、
歴
史
文

化
に
も
造
詣
の
深
い
藤
岡
さ
ん
は
、

講
演
前
の
三
田
村
会
長
と
の
懇
談

で
は
、
八
女
の
歴
史
に
強
く
興
味

を
示
し
て
い
ま
し
た
。

会
場
を
移
し
て
行
わ
れ
た
記
念

式
典
で
は
、
体
育
協
会
の
運
営
発

展
に
尽
力
さ
れ
た
人
や
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
に
大
き
な
功
績
の
あ
っ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
者
な
ど
18
人

が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
50
年
と

い
う
節
目
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で

の
歩
み
を
振
り
返
り
、
先
人
に
感

謝
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
さ
ら

な
る
発
展
と
活
動
の
充
実
を
誓
い

合
っ
て
い
ま
し
た
。

11
月
９
日
㈰
行
わ
れ
た
第
27
回

奥
八
女
黒
木
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大

会
に
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
『
も
え
も

え
八
女
』
編
集
長
の
後
藤
菜
摘
さ

ん
が
も
ん
ぺ
姿
で
参
加
し
ま
し
た
。

『
も
え
も
え
八
女
』
は
、
平
成

26
年
６
月
発
刊
の
八
女
の
良
さ
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
。

５
㌔
コ
ー
ス
を
完
走
し
た
後
藤
さ

ん
は
、「
九
州
北
部
豪
雨
災
害
の
復

興
に
少
し
で
も
役
立
ち
た
い
」
と

会
場
内
で
募
金
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
集
ま
っ
た
募
金
は
被
害
の
大

き
か
っ
た
地
区
に
と
の
後
藤
さ
ん

の
希
望
で
、
笠
原
地
区
の
川
原
孝

行
区
長
会
長
へ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

八
女
地
区
安
全
運
転
運
行
管
理

者
協
議
会
（
福
島
成
孝
会
長
）
か

ら
12
月
２
日
㈫
、
八
女
安
全
安
心

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
三
田
村
統

之
会
長
）
へ
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
と
蛍

光
マ
ジ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
目
録
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
10
月
28
日
㈫
に
開

催
し
た
会
員
親
善
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

の
参
加
者
か
ら
募
っ
た
寄
付
金
を
、

八
女
地
区
の
安
全
安
心
の
た
め
に

活
用
し
て
ほ
し
い
と
寄
贈
い
た
だ

い
た
も
の
で
す
。
品
物
は
八
女
警

察
署
の
パ
ト
カ
ー
に
搭
載
し
、
八

女
地
区
の
安
全
安
心
の
た
め
の
警

ら
・
巡
視
活
動
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

参
加
者
の
皆
さ
ま
、
ご
寄
付
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

安
全
安
心
の
た
め
に

サ
ー
チ
ラ
イ
ト
等
寄
付
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八
女
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
が
毎
年
行

っ
て
い
る
平
成
26
年
度
「
税
に
関
す
る
高
校

生
の
作
文
」
お
よ
び
「
中
学
生
の
税
に
つ
い

て
の
作
文
」
受
賞
者
の
表
彰
式
が
11
月
19
日

㈬
、
八
女
文
化
会
館
多
目
的
研
修
ホ
ー
ル
で

開
か
れ
ま
し
た
。

受
賞
し
た
作
文
は
ど
れ
も
、
中
高
生
が
日

常
生
活
の
中
で
感
じ
た
「
税
金
の
重
要
性
と

そ
の
役
割
」
や
「
納
税
の
大
切
さ
」
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
し
っ
か
り
と
し
た
考
え
が
伝

わ
る
優
秀
な
作
品
で
し
た
。
ま
た
本
年
度
は
、

多
く
の
作
文
を
応
募
し
租
税
教
育
活
動
に
貢

献
し
た
星
野
中
学
校
に
対
し
、
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

▼
福
岡
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞
＝

「
生
活
を
支
え
る
税
金
」
池
尻
小
春
（
輝
翔
館

中
教
校
）
▼
八
女
税
務
署
長
賞
（
高
校
生
の

部
）
＝
「
『
税
』
と
い
う
名
の
『
襷
』
」
藤
田
瑞

生
（
八
女
学
院
高
）
▼
八
女
税
務
署
長
賞
（
中

学
生
の
部
）
＝
「
税
金
の
役
割
と
未
来
」
鳥
飼

結
衣
子
（
輝
翔
館
中
教
校
）
▼
筑
後
県
税
事
務

所
長
賞
（
高
校
生
の
部
）
＝
「
税
と
私
た
ち
」

鴻
江 

雅
（
輝
翔
館
中
教
校
）
▼
筑
後
県
税
事

務
所
長
賞
（
中
学
生
の
部
）
＝
「
日
本
の
た
め

に
、
世
界
の
た
め
に
」
山
﨑 

響
（
輝
翔
館
中
教

校
）▼
八
女
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
会
長
賞

＝
「
税
を
払
う
と
い
う
義
務
」
國
生
夏
海
（
輝

翔
館
中
教
校
）
▼
八
女
市
長
賞
＝
「
税
金
っ
て

何
」
栗
原
真
菜
（
矢
部
中
）
▼
八
女
市
教
育
委

員
会
教
育
長
賞
＝
「
税
金
の
使
わ
れ
方
」
鶴
元 

愛
（
星
野
中
）
▼
八
女
地
区
税
務
連
絡
協
議
会

会
長
賞
＝
「
税
金
に
つ
い
て
改
め
て
感
じ
た
こ

と
」
海
田
遥
菜
（
八
女
学
院
高
）
▼
八
女
地
区

税
務
連
絡
協
議
会
会
長
賞
＝
「
『
税
』
と
日
本

の
こ
れ
か
ら
」
権
藤
安
衣
（
八
女
学
院
高
）
▼

八
女
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞
＝
「
税

金
で
よ
り
よ
い
社
会
へ
」
大
淵
未
奈
実
（
黒
木

中
）▼
八
女
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
優
秀
賞
＝

「
日
本
の
こ
れ
か
ら
の
重
い
未
来
」
大
塚
千
愛

（
八
女
学
院
中
）
▼
感
謝
状
＝
八
女
市
立
星
野

中
学
校

九
州
芸
文
館
（
筑
後
市
）
で
11
月
23
日
㈷
、

子
ど
も
た
ち
が
お
茶
の
知
識
や
淹
れ
方
を
競

う
「
第
６
回
Ｔ
―
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」
福
岡
大

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
小
学
３
年
生
か
ら
６

年
生
87
人
が
参
加
し
、
個
人
優
勝
に
筑
南
小

学
校
５
年
生
の
中
島
瑞
菜
さ
ん
、
団
体
優
勝

に
忠
見
小
学
校
の
Ｔ
―
ラ
ブ
が
輝
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
急
須
で
淹
れ
る
お
茶
の
お
い
し
さ

を
学
び
お
も
て
な
し
の
心
を
育
ん
で
も
ら
お

う
と
、
福
岡
県
茶
業
青
年
団
が
開
催
し
て
い

ま
す
。
お
茶
の
知
識
の
筆
記
ク
イ
ズ
や
お
茶

の
種
類
当
て
競
技
、
急
須
を
使
用
し
た
お
茶

の
淹
れ
方
の
競
技
の
3
種
目
で
順
位
を
競
い

ま
し
た
。
個
人
優
勝
の
中
島
さ
ん
は
「
去
年

準
優
勝
だ
っ
た
の
で
、
優
勝
を
目
指
し
毎
日

練
習
し
ま
し
た
。
お
茶
大
好
き
で
す
」
と
声

を
は
ず
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

▼
個
人
の
部　

優
勝　

中
島
瑞
菜
（
筑
南

小
）　

２
位　

月
足
友
音
（
篠
山
小
）　

３

位　

鵜
木
舞
優
（
筑
南
小
）　

４
位　

鹿
野

泉
美
（
川
崎
小
）　

５
位　
二
田
杏
里
（
筑
南

小
）　

６
位　

立
石
琴
与
（
姫
治
小
）　

７

位　
原 

菜
々
香
（
筑
南
小
）　

８
位　

中
嶋

琴
音
（
忠
見
小
）　

９
位　

野
中
清
花
（
立

花
小
）　

10
位　
野
中 

明
（
同
）

▼
団
体
の
部　

優
勝　
Ｔ
―
ラ
ブ
（
中
嶋
琴

音
・
木
附
亜
実
・
田
中
千
菜
津
・
野
上
歩
夢
）

２
位　

筑
南
茶
娘
（
中
島
瑞
菜
・
川
口
古
都

乃
・
田
中
佑
希
乃
・
木
下
瑠
莉
花
）　

３
位　

筑
南
八
女
茶
い
や
し
隊
（
二
田
杏
里
・
平
田
美

恵
・
古
賀
帆
夏
・
伊
藤
華
乃
）　

４
位　
筑
南

Ｔ
ガ
ー
ル
ズ
（
鵜
木
舞
優
・
松
崎
あ
い
・
近
見

真
帆
・
川
口
紗
都
里
）　

５
位　

山
村
留
学

チ
ー
ム
（
柴
田
海
碧
・
田
中 

花
・
中
山
舞
香
・

青
木
孔
明
）

「中学生の税についての作文」受賞者の皆さん

「税に関する高校生の作文」受賞者の皆さん

1お茶を淹れる参加者
2インタビューを受け
る個人の部で優勝した
中島瑞菜さん（左から
4人目）3団体の部で
優勝したＴ―ラブの皆
さん

子
ど
も
た
ち
が
お
茶
の
知
識
や
淹
れ
方
を
競
う 

第
６
回
Ｔ
―
１
グ
ラ
ン
プ
リ

税
に
関
す
る
中
高
生
の
作
文
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た

1

2

3
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光
友
５
区
高
山
区
で
は
、
㈶
自

治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
行
う
一
般
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
（
宝
く
じ

助
成
金
）
の
助
成
を
受
け
備
品
を

購
入
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
で
購
入
さ
れ
た
備
品

は
、
住
民
の
交
流
促
進
や
地
域
活

動
の
健
全
な
発
展
の
た
め
に
活
用

さ
れ
ま
す
。

【
整
備
さ
れ
た
備
品
】

▽
液
晶
テ
レ
ビ
お
よ
び
Ｂ
Ｄ
レ
コ

ー
ダ
ー
一
式
▽
冷
蔵
庫
１
台
▽
掃

除
機
１
台
▽
エ
ア
コ
ン
４
台
▽
ワ

イ
ヤ
レ
ス
ア
ン
プ
・
マ
イ
ク
一
式
▽

フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
１
台
▽
会
議
用

テ
ー
ブ
ル
26
台
▽
イ
ス
40
脚
▽
ホ

ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
１
台
▽
ガ
ス
給
湯

器
一
式
▽
調
理
台
４
台

新
人
戦
で
上
妻
少
年
野

球
ク
ラ
ブ
優
勝

優勝した上妻少年野球クラブ

最優秀賞を受賞し全国大会に出場する中司さん（右から2人目）

今回整備した備品の一部

「
八
女
市
少
年
野
球
育
成
会 

新

人
戦
」
が
11
月
15
日
㈯
・
22
日
㈯

豊
岡
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
10

チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。
来
年
度
の
チ
ー
ム
力
を
占
う

本
大
会
決
勝
に
は
、
上
妻
少
年
野

球
ク
ラ
ブ
と
ふ
く
し
ま
明
訓
が
勝

ち
上
が
り
、
熱
戦
を
展
開
。

新
人
戦
と
は
思
え
ぬ
緊
迫
し
た

試
合
は
4
対
2
で
、
上
妻
少
年
野

球
ク
ラ
ブ
が
優
勝
し
ま
し
た
。 

優
勝　

上
妻
少
年
野
球
ク
ラ
ブ　

２
位　

ふ
く
し
ま
明
訓　

３
位　

川
崎
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
・
長
峰
ク

ラ
ブ

平
成
26
年
度
Ｊ
Ａ
九
州
沖
縄
地

区
青
年
大
会
が
11
月
26
日
㈬
・
27

日
㈭
、
熊
本
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

福
岡
県
代
表
の
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八

女
青
年
部
の
中
司
勝
万
さ
ん
（
矢

部
村
）
が
組
織
活
動
実
績
発
表
で

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
２
月
に
行

わ
れ
る
Ｊ
Ａ
全
国
青
年
大
会
へ
の

出
場
を
決
め
ま
し
た
。
中
司
さ
ん

は
12
月
２
日
㈫
、
市
役
所
を
訪
れ

三
田
村
市
長
に
受
賞
と
全
国
大
会

出
場
を
報
告
し
ま
し
た
。

矢
部
の
特
産
品
と
し
て
の
和
紅

茶
づ
く
り
を
通
じ
て
地
域
が
ど
う

変
わ
っ
て
い
っ
た
か
を
『
時
を
か

け
る
“
和
紅
茶
”
物
語
』
と
し
て

約
15
分
間
に
ま
と
め
て
発
表
し
ま

し
た
。
全
国
大
会
に
向
け
て
中
司

さ
ん
は
「
和
紅
茶
の
祖
で
あ
る
川

口
米
吉
の
実
績
・
偉
業
を
生
き
た

財
産
と
し
て
後
世
に
つ
な
げ
る
き

っ
か
け
と
な
る
よ
う
に
全
力
で
発

表
し
て
き
た
い
。
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か

八
女
青
年
部
一
致
団
結
し
て
頑
張

っ
て
き
ま
す
」
と
力
強
く
話
し
ま

し
た
。

Ｊ
Ａ
全
国
青
年
大
会
は
２
月
19

日
に
東
京
都
の
日
比
谷
公
会
堂
で

行
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
応
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

八
女
保
護
区
保
護
司
会
は
11
月

20
日
㈭
、
福
岡
高
等
裁
判
所
で
模

擬
裁
判
の
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

事
例
は
、
福
岡
市
内
の
夜
道
で

帰
宅
途
中
の
若
い
女
性
が
「
ホ
チ

キ
ス
で
止
め
た
封
筒
（
４
万
５
千

円
入
り
）
の
ひ
っ
た
く
り
に
遭
い

軽
傷
を
負
っ
た
事
件
」
で
す
。
保

護
司
40
人
が
被
告
人
、
証
人
、
弁

護
士
３
人
、
検
察
官
３
人
、
裁
判

官
３
人
、
裁
判
員
６
人
、
書
記
官

に
な
り
、
残
り
の
保
護
司
は
傍
聴

席
に
着
き
、
模
擬
裁
判
を
進
め
ま

し
た
。
最
初
に
、
被
告
人
の
人
定

質
問
、
証
人
へ
の
尋
問
質
問
、
検

察
官
の
起
訴
状
、
裁
判
員
の
質
問
、

被
告
人
の
答
弁
、
弁
護
人
の
弁
護
、

そ
し
て
検
察
官
が
論
告
求
刑
。
そ

の
後
、裁
判
官
、裁
判
員
で
評
議
し
、

こ
の
件
は
無
罪
と
決
め
ま
し
た
。

無
罪
と
し
た
理
由
は
、
ホ
チ
キ
ス

は
全
国
に
多
数
あ
り
封
筒
上
の
ホ

チ
キ
ス
穴
間
の
距
離
、
札
の
穴
間

の
距
離
も
証
拠
に
で
き
ず
、
封
筒

と
お
札
に
指
紋
が
な
い
と
す
れ
ば
、

証
拠
不
十
分
で
無
罪
と
し
ま
し
た
。

こ
の
模
擬
裁
判
を
通
し
、
事
例

の
筋
書
き
に
従
っ
て
審
議
の
過
程

で
裁
判
員
の
裁
判
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
小
川
博
文
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

で
備
品
購
入

Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
青
年
部
が
全
国
大
会
出
場

保
護
司
会
で
模
擬
裁
判

それぞれが役になりきり裁判をしました
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報告に訪れたNPO法人がんばりよるよ星野村の皆さん

購入したポンプを囲む自衛消防団

道中文句をはやしたてる「はさみ箱」

「
ふ
く
お
か
共
助
社
会
づ
く
り

表
彰
」
平
成
26
年
度
表
彰
式
が

11
月
29
日
㈯
、
ア
ク
ロ
ス
福
岡
で

行
わ
れ
、
星
野
村
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

が
ん
ば
り
よ
る
よ
星
野
村
が
共
助

社
会
づ
く
り
奨
励
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
こ
の
賞
は
先
進
的
で
、

将
来
性
や
波
及
効
果
が
大
い
に
期

待
さ
れ
る
取
り
組
み
を
表
彰
す
る

も
の
で
す
。
同
団
体
理
事
長
の
山

口
聖
一
さ
ん
な
ど
３
人
が
12
月
１

日
㈪
、
市
役
所
を
訪
れ
て
三
田
村

市
長
に
受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。

同
団
体
は
、
平
成
24
年
７
月

の
九
州
北
部
豪
雨
災
害
に
よ
る

大
き
な
被
害
を
受
け
た
星
野
村

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を

立
ち
上
げ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受

け
入
れ
や
派
遣
先
の
調
整
な
ど

の
ほ
か
、
住
民
が
元
通
り
の
生
活

が
で
き
る
こ
と
を
活
動
の
主
体
と

し
、
復
旧
活
動
を
進
め
ま
し
た
。

山
口
さ
ん
は
「
災
害
か
ら
の
復
興

だ
け
で
な
く
、
外
の
人
の
力
を
借

り
、
手
を
組
ん
で
過
疎
化
や
高
齢

化
と
い
っ
た
問
題
に
も
今
後
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
話

し
ま
し
た
。

八
女
伝
統
工
芸
館
で
11
月
１
日
㈯
か

ら
30
日
㈰
ま
で
「
夢
二
の
美
と
、
驚
く

べ
き
多
面
性
に
ふ
れ
る 

竹
久
夢
二
展
」

が
開
か
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

展
示
室
に
は
こ
の
み
園
（
八
女
市
本

町
）
や
東
京
日
本
橋
の
「
港
屋
」
か
ら

借
用
し
た
肉
筆
原

画
な
ど
の
ほ
か
、

都
新
聞
に
連
載

さ
れ
た
関
東
大
震

災
直
後
の
報
告

文
「
東
京
災
難
画

信
」、
セ
ノ
オ
楽

譜
の
表
紙
絵
な
ど

貴
重
な
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
期
間
中
の
土

日
に
は
夢
二
研
究
家
の
安
達
敏
昭
さ
ん

（
大
牟
田
市
）
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー

ク
が
開
か
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

夢
二
の
魅
力
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

「
夢
二
は
手
仕
事
へ
の
思
い
が
強
く

『
手
に
よ
る
産
業
美
術
』
構
想
を
持
っ
て

い
ま
し
た
が
、
49
歳
で
亡
く
な
っ
た
た

め
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
夢
二
は
お

茶
も
好
き
で
、
き
っ
と
八
女
は
訪
れ
た

い
町
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
回
八
女

伝
統
工
芸
館
か
ら
夢
二
を
発
信
で
き
た

こ
と
は
意
味
あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」

と
安
達
さ
ん
。
見
学
し
た
女
性
は
「
夢

二
の
多
彩
な
才
能
に
驚
い
た
と
と
も
に
、

よ
り
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ふ
く
お
か
共
助
社
会
づ
く
り
奨
励
賞
受
賞

自
分
た
ち
の
地
域
は

自
分
た
ち
で
守
る

華
や
か
に

に
ぎ
や
か
に
練
り
歩
く

渡
内
自
衛
消
防
団
（
栗
山
泰
行

団
長
）
が
初
期
消
火
用
に
購
入
し

た
散
水
用
ポ
ン
プ
の
入
魂
式
が
11

月
30
日
㈰
、
渡
内
公
民
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

同
自
衛
消
防
団
は
、
約
30
年
前

に
発
足
し
、
区
内
の
見
回
り
の
ほ

か
、
消
防
団
の
年
末
夜
警
に
合
わ

せ
て
夜
警
を
す
る
な
ど
防
火
活
動

に
努
め
て
き
ま
し
た
。
兼
業
農
家

な
ど
で
農
機
具
を
扱
え
る
人
も
多

く
、
誰
に
で
も
簡
単
に
操
作
で
き

る
と
い
う
点
か
ら
、
公
園
管
理
で

使
用
さ
れ
る
散
水
用
ポ
ン
プ
、
ホ

ー
ス
、
筒
先
を
各
戸
か
ら
の
積
立

金
と
市
の
助
成
で
購
入
。「
火
事
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
が
、
初
期
消

火
に
役
立
て
た
い
」
と
栗
山
団
長

は
話
し
て
い
ま
し
た
。

福
岡
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
の

指
定
を
受
け
て
い
る
「
田
代
の
風

流
」
が
12
月
８
日
㈪
、
黒
木
町
田

代
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
安
永
２
年
（
１
７
７
３
）
柳

河
藩
第
７
代
藩
主
の
立
花
鑑
通
公

が
、
八
龍
神
社
の
再
建
を
命
じ
大

名
行
列
を
従
え
て
奉
納
し
た
こ
と

に
由
来
し
ま
す
。

大
名
行
列
の
出
発
を
前
に
華
や

か
な
風
流
が
披
露
さ
れ
、
お
し
ろ

い
を
塗
っ
て
扮
装
し
た
奴
姿
の
男

衆
た
ち
が
、
神
社
ま
で
の
約
２
キ

ロ
の
道
の
り
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

「
は
さ
み
箱
」
が
道
中
文
句
を
は
や

し
た
て
、「
人に

ん
じ
べ
い

柱
壁
」
が
長
い
毛
や

り
を
投
げ
渡
す
鮮
や
か
な
竿
さ
ば

き
を
披
露
す
る
と
沿
道
か
ら
は
歓

声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

展示室やギャラリートークで安達
さんは夢二の魅力を語りました

夢
二
の
魅
力
に
ふ
れ
る 
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■
募
集
職
種

①
小
・
中
学
校
少
人
数
指
導
教
員

◦
資
格
＝
小
学
校
ま
た
は
中
学
校

の
教
員
免
許
を
有
す
る
人

◦
募
集
人
員
＝
８
人
程
度

②
小
・
中
学
校
図
書
司
書

◦
資
格
＝
司
書
ま
た
は
司
書
補
の

資
格
を
有
す
る
人

◦
募
集
人
員
＝
１
人

③
学
校
栄
養
士

◦
資
格
＝
学
校
給
食
調
理
業
務
の

実
務
経
験
が
１
年
以
上
で
、
栄
養

士
資
格
を
有
す
る
人

◦
募
集
人
員
＝
若
干
名

④
学
校
給
食
等
学
校
補
助
員

◦
資
格
＝
特
に
な
し

◦
募
集
人
員
＝
１
人

■
①
～
④
共
通
事
項

◦
受
付
期
間
＝
１
月
７
日
㈬
～
１

月
20
日
㈫
※
土
・
日
・
祝
日
を
除

く
。
郵
送
の
場
合
は
１
月
20
日
㈫

必
着

◦
試
験
日
＝
２
月
１
日
㈰

◦
選
考
方
法
＝
書
類
審
査
、作
文・

面
接
※
学
校
補
助
員
は
、
作
文

試
験
は
除
く
。

◦
提
出
書
類
＝
申
込
書
（
学
校
教

育
課
に
準
備
）、
資
格
証
明
書
の

写
し
※
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で

に
資
格
取
得
見
込
み
の
人
含
む
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
学
校
教

育
課
総
務
係

（
☎
２
３
・
１
９
５
４
）

■
募
集
職
種

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
介
護

支
援
専
門
員

◦
資
格
＝
介
護
支
援
専
門
員
の
有

資
格
者

◦
募
集
人
員
＝
３
人

◦
受
付
期
間
＝
１
月
７
日
㈬
～
１

月
23
日
㈮
※
郵
送
は
１
月
23
日

㈮
必
着

◦
試
験
日
＝
２
月
８
日
㈰

◦
選
考
方
法
＝
書
類
審
査
お
よ
び

面
接
・
作
文

◦
試
験
会
場
＝
八
女
市
役
所

◦
提
出
書
類
＝
申
込
書
（
八
女

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
準

備
、
八
女
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）、
資
格
証

明
書
類
（
写
）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
介
護
長

寿
課
地
域
包
括
支
援
係

（
☎
２
３
・
１
２
０
３
）

■
募
集
職
種

公
立
公
民
館
長

◦
業
務
内
容
＝
公
民
館
事
業
等
の

企
画
運
営
お
よ
び
施
設
管
理

◦
募
集
人
員
＝
若
干
名

◦
勤
務
地
＝
市
内
公
立
公
民
館

◦
受
付
期
間
＝
１
月
５
日
㈪
～
１

月
20
日
㈫
※
土
・
日
・
祝
日
は
除

く
。
郵
送
は
１
月
20
日
㈫
必
着

◦
試
験
日
＝
２
月
８
日
㈰

◦
選
考
方
法
＝
書
類
審
査
お
よ
び

作
文
・
面
接

◦
試
験
会
場
＝
八
女
市
役
所

◦
提
出
書
類
＝
申
込
書
（
男
女
共

同
参
画
・
生
涯
学
習
課
に
準
備
）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
男
女
共

同
参
画
・
生
涯
学
習
課

（
☎
２
３
・
１
３
１
８
）

■
募
集
職
種

体
育
施
設
管
理
運
営
事
務

◦
資
格
＝
普
通
自
動
車
免
許

◦
勤
務
場
所
＝
八
女
市
総
合
体

育
館

◦
募
集
人
員
＝
若
干
名

◦
受
付
期
間
＝
１
月
13
日
㈫
～

１
月
23
日
㈮
※
月
曜
日
は
除
く
。

郵
送
は
23
日
㈮
必
着

◦
提
出
書
類
＝
申
込
書
（
八
女
市

総
合
体
育
館
に
準
備
）

◦
試
験
日
＝
２
月
７
日
㈯

◦
選
考
方
法
＝
書
類
審
査
お
よ
び

作
文
・
面
接

◦
試
験
会
場
＝
八
女
市
役
所

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
（
総
合
体
育
館
）

☎
２
４
・
１
２
３
０

■
募
集
職
種

八
女
市
隣
保
館
（
八
女
し
あ
わ
せ

交
流
館
）
館
長

◦
資
格
＝
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
・

エ
ク
セ
ル
）
操
作
が
で
き
る
人

◦
業
務
内
容
＝
隣
保
館
事
業
の
企

画
・
実
施
、
管
理
運
営
、
相
談
事

業
等

◦
募
集
人
員
＝
１
人

◦
受
付
期
間
＝
１
月
13
日
㈫
～
１

月
23
日
㈮
※
土
・
日
は
除
く
。
郵

送
の
場
合
１
月
23
日
㈮
必
着

◦
提
出
書
類
＝
申
込
書
（
人
権
・

同
和
政
策
課
に
準
備
）

◦
試
験
日
＝
２
月
７
日
㈯

◦
選
考
方
法
＝
書
類
審
査
お
よ
び

作
文
、
面
接

◦
試
験
会
場
＝
八
女
市
役
所

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
人
権
・

同
和
政
策
課

（
☎
２
３
・
１
４
９
０
）

市の嘱託職員
を募集します

《全職種共通事項》　▽任用期間＝平
成 27 年４月１日から１年間　▽賃金
等＝八女市規定による　▽詳細につ
いては各課にお問い合わせください。

学
校
教
育
課

介
護
長
寿
課

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

人
権
・
同
和
政
策
課

男
女
共
同
参
画
・
生
涯
学
習
課

「
１
１
０
番
」
は
事
件
事
故
の
緊
急
通
報

専
用
電
話
で
す
。
相
談
事
で
の
「
１
１
０

番
」
は
緊
急
な
事
件
事
故
へ
の
対
応
を

遅
ら
せ
る
原
因
と
な
り
ま
す
。
相
談
・

要
望
な
ど
は
、
警
察
専
用
電
話
「
♯

９
１
１
０
」
へ
お
願
い
し
ま
す
。
県
内
か

ら
の
「
１
１
０
番
」
は
、
す
べ
て
警
察

本
部
の
通
信
指
令
室
に
つ
な
が
り
ま
す
。

必
要
な
こ
と
を
質
問
し
ま
す
の
で
、
落
ち

着
い
て
は
っ
き
り
と
答
え
て
く
だ
さ
い
。

★
地
番
を
確
認
し
て
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

★
地
番
が
分
か
ら
な
い
時
は
、
交
差
点

名
・
バ
ス
停
名
・
近
く
の
店
な
ど
目
標

に
な
る
も
の
を
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

★
目
標
が
な
い
場
合
は
電
柱
番
号
や
信

号
番
号
を
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

★
１
１
０
番
を
受
け
付
け
な
が
ら
、
警

察
署
や
パ
ト
カ
ー
・
白
バ
イ
な
ど
の
無
線

で
指
令
を
行
っ
て
い
ま
す
。
安
心
し
て
警

察
官
の
質
問
に
答
え
て
く
だ
さ
い
。 「１１０番」は緊急電話

相談ごとは「♯９１１０」

１月10日は
「１１０番の日」

県警シンボルマスコット「ふっけい君」

１１０番

緊急時
あわてず
あせらず

福
岡

場
所
を
き
ち
ん
と
伝
え
ま
し
ょ
う

直
ち
に
現
場
に
駆
け
つ
け
ま
す
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宮
～
土
橋
八
幡
宮
～
南
馬
場
熊
野

速
玉
神
社
～
宮
野
公
園
～
八
女
公

園
（
７
㌔
）

◦
参
加
料
＝
会
員
無
料
、
会
員
外

保
険
料
１
０
０
円

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
歩
こ
う
会

荒
川
さ
ん
（
☎
０
９
０・４
９
９
７・

５
８
１
３
）

　「
こ
れ
か
ら
の
日
本
経
済
を
展

望
す
る
～
安
倍
政
権
の
重
要
課
題

と
そ
の
背
景
～
」
と
題
し
た
講
演
。

講
師
は
テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の
長
谷

川
幸
洋
氏
（
東
京
新
聞
・
中
日
新

聞
論
説
副
主
幹
、
作
家
、
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
）。
入
場
無
料
。

◦
日
時
＝
１
月
21
日
㈬
18
時
～

（
17
時
開
場
）

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
商
工
会

（
☎
４
２
・
０
１
５
３
）
／
八
女
商

工
会
議
所
（
☎
２
２
・
５
１
６
１
）

「
共
生
の
森
」（
☎
２
２
・
２
２
５
７
）

　
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
伴
奏
で
楽
し
く
一

緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か
。

◦
日
時
＝
１
月
17
日
㈯
14
時
～
16
時

◦
場
所
＝
八
女
文
化
会
館

◦
参
加
費
＝
３
０
０
円

◦
問
い
合
わ
せ
＝
サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ

ハ
ー
モ
ニ
カ
グ
ル
ー
プ『
竹
取
物
語
』

末
石
さ
ん
（
☎
２
３
・
３
３
６
６
）

◦
日
時
＝
１
月
18
日
㈰
８
時
30
分

～
11
時
※
立
花
体
育
館
集
合

◦
コ
ー
ス
＝
体
育
館
～
仁
合

◦
参
加
料
＝
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
＝
立
花
歩
こ
う
会

白
鳥
さ
ん
（
☎
３
７
・
０
０
３
８
）

◦
日
時
＝
１
月
18
日
㈰
８
時
八
女

公
園
集
合

◦
コ
ー
ス
＝
八
女
公
園
～
福
島
八
幡

　
今
回
は
「
世
界
に
香
る
八
女
の

風
」
と
題
し
、後
藤
菜
摘
さ
ん
（
も

え
も
え
八
女
編
集
長
）
の
講
演
。

参
加
無
料
。
定
員
30
人

◦
日
時
＝
１
月
15
日
㈭
19
時
～

◦
場
所
＝
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
・
ケ
ア
プ

ラ
ン
金
太
郎
（
清
水
町
商
店
街
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
所
（
☎
２
４
・

９
６
５
７
）

　
多
世
代
交
流
事
業
。
も
ち
つ
き

を
し
て
、
み
ん
な
で
ち
ぎ
っ
て
丸
め

た
餅
を
ぜ
ん
ざ
い
に
入
れ
ま
す
。
も

ち
米
が
蒸
し
上
が
る
ま
で
凧
上
げ

や
羽
つ
き
、
こ
ま
回
し
な
ど
の
お
正

月
遊
び
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
お
じ

い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
参
加

も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
参
加
費

無
料
、
先
着
１
０
０
人
募
集
。

◦
日
時
＝
１
月
17
日
㈯
10
時
～
12
時

◦
場
所
・
申
込
＝
多
世
代
交
流
館

◦
問
い
合
わ
せ
＝
観
光
振
興
課

（
☎
２
３
・
１
１
９
２
）

　
だ
れ
も
が
気
楽
に
楽
し
め
ま
す
。

室
内
用
運
動
靴
を
持
参
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
１
月
10
日
㈯
、
20
時
～

※
毎
月
第
２
土
曜
日

◦
参
加
費
＝
無
料

◦
会
場
＝
八
女
市
総
合
体
育
館

◦
問
い
合
わ
せ
＝
サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ

（
☎
２
４
・
１
３
４
０
）

　
八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食
品
、

雑
貨
な
ど
を
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台

で
販
売
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
１
月
11
日
㈰
９
時
～
12

時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止

◦
会
場
＝
八
女
観
光
物
産
館
と
き

め
き
駐
車
場

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　
八
女
市
観
光
大
使
の
岩
崎
記
代

子
さ
ん
に
よ
る
ピ
ア
ノ
弾
き
語
り

音
楽
塾
。
今
回
は
お
正
月
コ
ン
サ
ー

ト
と
し
て
、
ピ
ア
ノ
や
フ
ル
ー
ト
の

音
色
も
楽
し
み
な
が
ら
童
謡
や
唱

歌
な
ど
を
学
び
、
歌
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
１
月
10
日
㈯
13
時
30
分
～

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ
め

ホ
ー
ル

◦
持
参
す
る
も
の
＝
歌
詞
本
、
発

声
表
、
筆
記
用
具
、
お
茶
※
歌
詞

本
と
発
声
表
を
お
持
ち
で
な
い
人

は
当
日
受
付
に
て
配
布
し
ま
す
。

お
知

ら
せ

第
12
回
岩
崎
記
代
子
音
楽
塾

第
15
回
地
域
活
動
講
演
会

飛
形
山
中
腹
ウ
オ
ー
ク

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
教
室

八
女
軽
ト
ラ
市

新
春
三
社
詣
健
康
ウ
オ
ー
ク

お
正
月
あ
そ
び
＆
ぜ
ん
ざ
い
会

２
０
１
５
新
春
経
済
講
演
会

み
ん
な
で
歌
お
う
ボ
ン
モ
マ
ン

　初めての試みとして「旭座人形芝居」
（人形浄瑠璃）と「八女福島の燈籠人形」
（からくり人形）の分野を超えたコラボ
レーションを公演します。「風流はんや
舞」・５年に１度披露される「八女津媛
神社の浮立」など貴重な伝統芸能のほ
か、黒木小学校人形浄瑠璃クラブによ
る「傾城阿波の鳴門」も上演予定です。
◦日時＝1 月18 日㈰ 13 時～ (12 時 30
分開場）◦場所＝おりなす八女ハーモ
ニーホール◦問い合わせ＝伝統文化後
継者育成事業実行委員会事務局（文化
課内）☎ 23・1982

伝
統
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

伝
統
を
未
来
に
つ
な
ぐ 

～

八
女
市
制
施
行
60
周
年
・
合
併
５
周
年
記
念
事
業

申告用の平成 26 年分国民健康保険
税・介護保険料納付証明書は、1月
16 日㈮に一斉発送します。すでに
年末調整用に窓口発行している方に
は発送しませんのでご了承ください。

納税課からのお知らせ
問い合わせ＝☎ 23・2666

◦日時＝ 2 月11日㈷【受付】９時
30 分【教室】10 時～ 12 時
◦会場＝グリーンフィールド八女（グ
リーンピア八女地内）
◦入場料＝無料（参加賞あり）
◦参加資格＝サッカーに興味がある
小中学生※個人申込可
◦申込方法＝申込書を八女市総合体
育館か八女市各支所総務課へ提出。

（ファクス可）※申込書は八女市ホー
ムページからダウンロードできます。
各体育施設にも設置しています。
◦募集期間＝２月５日㈭まで
◦問い合わせ＝八女市スポーツ振興
課（総合体育館内）☎ 24・1230

「
１
１
０
番
」
は
事
件
事
故
の
緊
急
通
報

専
用
電
話
で
す
。
相
談
事
で
の
「
１
１
０

番
」
は
緊
急
な
事
件
事
故
へ
の
対
応
を

遅
ら
せ
る
原
因
と
な
り
ま
す
。
相
談
・

要
望
な
ど
は
、
警
察
専
用
電
話
「
♯

９
１
１
０
」
へ
お
願
い
し
ま
す
。
県
内
か

ら
の
「
１
１
０
番
」
は
、
す
べ
て
警
察

本
部
の
通
信
指
令
室
に
つ
な
が
り
ま
す
。

必
要
な
こ
と
を
質
問
し
ま
す
の
で
、
落
ち

着
い
て
は
っ
き
り
と
答
え
て
く
だ
さ
い
。

★
地
番
を
確
認
し
て
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

★
地
番
が
分
か
ら
な
い
時
は
、
交
差
点

名
・
バ
ス
停
名
・
近
く
の
店
な
ど
目
標

に
な
る
も
の
を
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

★
目
標
が
な
い
場
合
は
電
柱
番
号
や
信

号
番
号
を
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

★
１
１
０
番
を
受
け
付
け
な
が
ら
、
警

察
署
や
パ
ト
カ
ー
・
白
バ
イ
な
ど
の
無
線

で
指
令
を
行
っ
て
い
ま
す
。
安
心
し
て
警

察
官
の
質
問
に
答
え
て
く
だ
さ
い
。

元全日本代表選手に
よるサッカー教室
目指せ！2020
東京オリンピック
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計
算
・
調
剤
の
基
礎
知
識
・
レ
セ

プ
ト
の
作
成
等
※
調
剤
薬
局
で
薬

剤
師
の
補
助
業
務
が
で
き
ま
す

◦
テ
キ
ス
ト
代
＝
５
２
０
０
円

◦
検
定
料
＝
５
７
０
０
円

◦
検
定
日
＝
３
月
28
日
㈯

◦
定
員
＝
20
人
（
申
込
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）
※
託
児
無
料
、
先
着
３
人

◦
会
場
＝
八
女
市
働
く
婦
人
の
家

◦
締
め
切
り
＝
１
月
15
日
㈭

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
館
（
☎
３
７
・

１
５
２
２
）

　
今
年
度
第
４
回
定
期
募
集
の
受

付
を
実
施
し
ま
す
。
募
集
案
内（
申

込
書
）
は
１
月
13
日
㈫
か
ら
八
女

市
役
所
本
庁
、
黒
木
総
合
支
所
、

各
支
所
の
担
当
係
に
て
配
布
し
ま

す
。
募
集
住
宅
・
募
集
戸
数
等
は
、

募
集
案
内
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
問

◦
対
象
＝
太
極
柔
力
球
に
関
心
が

あ
る
人
（
40
人
募
集
）、
要
申
込
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
介
護
長
寿
課
高

齢
者
支
援
係
（
☎
２
３・１
３
０
８
）

　
市
民
向
け
の
財
産
管
理
セ
ミ

ナ
ー
（
相
続
）。
予
約
不
要
、
参
加

無
料
、
先
着
70
人
。
　

◦
日
時
＝
１
月
17
日
㈯
13
時
～
14

時
30
分

◦
会
場
＝
筑
後
弁
護
士
会
館
（
久

留
米
市
篠
山
町
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
弁
護
士
会
筑
後

支
部
（
☎
０
９
４
２
・
３
０
・
０
１
４
４
）

　
八
女
市
在
住
で
就
業
を
考
え
て

い
る
人
対
象
。
受
講
料
無
料
。

◦
日
程
＝
２
月
３
日
㈫
・
５
日
㈭
・

10
日
㈫・12
日
㈭・17
日
㈫
全
５
回
、

10
時
～
16
時
（
１
時
間
休
憩
）

◦
内
容
＝
医
療
保
険
・
薬
剤
料
の

30
日
㈮
※
全
３
回  

14
時
～
16
時

◦
材
料
費
＝
１
５
０
０
円

◦
場
所
＝
西
公
民
館

◦
申
込
期
間
＝
１
月
５
日
㈪
か
ら

先
着
受
付
（
定
員
10
人
）
※
平
日

８
時
30
分
～
17
時

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
西
公
民
館

（
☎
２
４
・
５
２
７
２
）

　
中
国
で
生
ま
れ
た
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
「
太
極
柔
力
球
」
で
体
を
動
か

し
ま
し
ょ
う
。
競
技
性
・
表
現
性
・

娯
楽
性
・
健
康
性
を
持
ち
、
老
若

男
女
問
わ
ず
楽
し
め
ま
す
。
専
用

の
ラ
ケ
ッ
ト
と
砂
の
入
っ
た
柔
ら
か

な
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
行
い
ま
す
。
参

加
無
料
。
１
回
の
み
の
参
加
も
可
。

◦
日
時
＝
①
１
月
28
日
㈬
②
２
月

４
日
㈬
③
２
月
18
日
㈬
④
２
月
25

日
㈬
⑤
３
月
11
日
㈬
※
い
ず
れ
も

13
時
30
分
～
15
時
30
分
（
２
時
間
）

◦
場
所
＝
八
女
市
西
公
民
館

加
費
無
料
、
事
前
申
込
不
要
。

◦
日
時
＝
１
月
31
日
㈯
14
時
～
16
時

◦
場
所
＝
九
州
芸
文
館
（
筑
後
市
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
公
立
八
女
総
合
病

院
医
療
連
携
室（
☎
２
３・４
１
３
１
）

※
「
が
ん
サ
ロ
ン
ち
っ
ご
」
は
毎
月

第
２
土
曜
日
（
14
時
～
16
時
）
く

る
め
り
あ
六
ツ
門
（
久
留
米
市
六

ツ
門
町
）
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。
問

い
合
わ
せ
は
久
留
米
大
大
学
病
院

が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９

４
２
・
３
１
・
７
９
０
３
）
へ

　
ま
き
割
り
か
ら
も
ち
を
丸
め
る

ま
で
、
子
ど
も
と
大
人
の
チ
ー
ム
を

つ
く
り
一
緒
に
体
験
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
２
月
１
日
㈰
、
受
付
９

時
45
分
～
（
雨
天
決
行
）

★
豆
ま
き
の
豆
を
ま
く
年
男
・
年

女
（
ひ
つ
じ
年
生
ま
れ
）
を
子
ど

も
10
人
・
大
人
10
人
募
集
し
ま
す
。

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
共
生
の
森

（
☎
２
２
・
２
２
５
７
）

　
絣
を
取
り
入
れ
た
シ
ン
プ
ル
な

デ
ザ
イ
ン
の
エ
プ
ロ
ン
を
作
り
ま

す
。
型
紙
作
り
か
ら
仕
上
げ
ま
で
、

初
心
者
で
も
楽
し
く
参
加
で
き
る

講
座
で
す
。
卓
上
ミ
シ
ン
持
参
。

◦
日
時
＝
１
月
16
日
㈮
・
23
日
㈮
・

　
南
筑
後
地
域
環
境
協
議
会
で
は
、

地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
環
境
保
全

の
取
り
組
み
を
知
り
、「
つ
な
が
り
」

の
輪
を
広
げ
る
た
め
の
報
告
会
を

開
催
し
ま
す
。
参
加
無
料
。

◦
日
時
＝
１
月
25
日
㈰
10
時
30
分

～
13
時

◦
場
所
＝
九
州
芸
文
館
（
筑
後
市
）

◦
内
容
＝
講
演
「
森
里
海
の
つ
な
が

り
」
田
中
克
京
都
大
学
名
誉
教
授
、

事
例
発
表
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
　

◦
申
込
＝
福
岡
県
ホ
ー
ム
ペー
ジ
、フ
ァ

ク
ス
、
メ
ー
ル
に
て
１
月
20
日
㈫
ま
で

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
先
着
80
人
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
南
筑
後
保
健

福
祉
環
境
事
務
所
地
域
環
境
課

（
☎
２
２
・
６
９
６
３
／
N
２
３
・

７
４
２
４
）　
Qnanchiku-hhe@

pref.fukuoka.lg.jp

）

　
が
ん
患
者
や
家
族
が
集
ま
っ
て

情
報
交
換
や
悩
み
な
ど
を
語
り
合

う
交
流
会
等
が
行
わ
れ
ま
す
。
参

空き家を売りたい・貸したい人
は、下記までお問い合わせくだ
さい。
⃝募集対象エリア＝八女市全域
⃝問い合わせ＝市長公室企画政
策係（☎２４・８０１３）
★受付時間＝平日9時～16時
30分※お越しの際は必ず事前
にお電話ください。

空き家情報を募集しています♪
が
ん
サ
ロ
ン
ちっ
ご
八
女
サ
テ
ラ
イ
ト

手
作
り
エ
プ
ロ
ン
講
座

介
護
予
防
講
座
（
全
６
回
）

調
剤
薬
局
事
務
講
座

26
年
度
第
４
回
市
営
住
宅

共
生
の
森「
も
ち
つ
き・豆
ま
き
」

財
産
管
理
セ
ミ
ナ
ー
（
相
続
）

教
室
・
講
座

第
３
回
か
ん
き
ょ
う
を
守
る
活

動
報
告
会
in
南
筑
後

糖尿病予防教室（公立八女総合病院）

かんぞう教室（公立八女総合病院）

腎臓病教室（公立八女総合病院）

　肝臓疾患の理解を深めるために２か
月に１度開催しています。参加無料、
予約不要。
◦日時＝１月 22 日㈭ 14 時～（１時間
程度）◦会場＝公立八女総合病院大会
議室◦内容＝これから問題となる肝障
害、脂肪肝に気を付けて～あなたの肝
臓は大丈夫？～◦問い合わせ＝同病院
診療支援課（☎ 23・4131）

　腎臓病患者への知識の提供や、患者
同士の情報交換を目的とした腎臓病教
室を毎月開催しています。無料
◦日時＝毎月第 3 月曜日15 時～◦場所
＝公立八女総合病院 2 階多目的ルーム
◦参加費＝無料
◦問い合わせ＝同病院血液浄化セン
ター（☎ 23・4131）

　専門の糖尿病スタッフを講師として、
糖尿病から最近のメタボ ･ダイエット
などを中心に毎月予防教室を開催して
います。糖尿病に関心のある人対象。
参加無料
◦日時＝毎月第 2 木曜日14 時～◦場所
＝公立八女総合病院 2 階多目的ルーム
◦問い合わせ＝同病院内分泌代謝内科
外来受付（☎ 23・4131）　

病 気 を 知 ろ う
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母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
、
父
子
家

庭
の
お
父
さ
ん
ま
た
は
離
婚
協
議

中
の
人
を
対
象
に
養
育
費
の
電
話

相
談
業
務
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◦
受
付
時
間
＝
平
日
９
時
～
16
時

◦
相
談
電
話
＝
☎
０
９
２・５
８
４・

３
９
３
１

◦
日
時
＝
１
月
７
日
㈬
13
時
～
15

時
／
14
日
㈬
18
時
30
分
～
20
時
30

分
／
28
日
㈬
18
時
30
分
～
20
時
30

分
／
２
月
４
日
㈬
13
時
～
15
時

◦
場
所
＝
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
春

日
市
）
※
予
約
が
必
要
で
す
。

◦
予
約
電
話
＝
☎
０
９
２・５
８
４・

３
９
２
２

　
受
講
料
無
料
、
教
科
書
代
等
実

費
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
受
講
あ
っ
せ

ん
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
対
象
。

◦
訓
練
コ
ー
ス
＝
医
療
事
務
科
②

◦
定
員
＝
20
人

◦
訓
練
期
間
＝
３
月
３
日
㈫
～
５

月
29
日
㈮
（
３
か
月
）

◦
募
集
締
切
＝
２
月
４
日
㈬

◦
選
考
日
＝
２
月
12
日
㈭

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
▽
大
牟
田

高
等
技
術
専
門
校
（
☎
０
９
４
４
・

５
４
・
０
３
２
０
）
▽
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
八
女
（
☎
２
３
・
６
１
８
８
）

　
　

所
（
☎
０
９
４
２・３
３・６
２
１
５
）

※
年
金
の
受
給
や
請
求
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
は
、「
ね
ん
き
ん
ダ

イ
ヤ
ル
」で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

☎
０
５
７
０
・
０
５
・
１
１
６
５
／

☎
０
３
・
６
７
０
０
・
１
１
６
５

　
空
き
家
バ
ン
ク
協
定
不
動
産
業

者
が
対
応
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
１
月
28
日
㈬
14
時
～
16
時

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

第
1
研
修
室

◦
問
い
合
わ
せ
＝
代
表
大
石
さ
ん

（
☎
２
３
・
４
７
７
５
）

　
福
岡
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自

立
支
援
セ
ン
タ
ー
（
春
日
）
で
は
、

専
門
の
相
談
員
が
応
じ
ま
す
。

◦
期
間
＝
１
月
16
日
㈮
～
17
日
㈯

９
時
30
分
～
16
時
30
分

◦
相
談
電
話
＝
０
９
２
・
９
６
２
・

０
１
１
４
（
期
間
中
の
臨
時
電
話
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
青
少
年
課

（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
３
８
８
）

　
月
に
一
度
、
久
留
米
年
金
事
務

所
の
職
員
が
商
工
会
議
所
で
個
別

に
年
金
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談

を
希
望
す
る
人
は
、
前
日
ま
で
に

同
事
務
所
へ
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
相
談
日
＝
▽
１
月
22
日
㈭
筑
後

商
工
会
議
所
▽
２
月
18
日
㈬
八
女

商
工
会
議
所

◦
時
間
＝
10
時
～
16
時

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
同
事
務

宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。
募
集

対
象
団
地
、
募
集
戸
数
等
詳
細
は

募
集
案
内
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
募
集
案
内
書
配
布
期
間
・
受
付

期
間
＝
１
月
13
日
㈫
～
１
月
21
日

㈬
※
申
し
込
み
手
数
料
不
要

◦
募
集
案
内
書
配
布
場
所
＝
県
住

宅
供
給
公
社
、
公
社
管
理
事
務
所
、 

市
役
所
等
窓
口

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
住
宅
供
給
公

社 （
☎
０
９
２・７
８
１・８
０
２
９
）

　
子
育
て
・
非
行
・
い
じ
め
・
ひ
き

こ
も
り
・
就
労
な
ど
、
子
ど
も
や

若
者
に
関
す
る
悩
み
が
あ
り
ま
し

た
ら
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
応
募
者
数
が

募
集
戸
数
を
超
え
る
場
合
は
公
開

抽
選
と
な
り
ま
す
。
入
居
申
込
資

格
等
は
、募
集
案
内
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
受
付
期
間
＝
１
月
13
日
㈫
～
１

月
30
日
㈮

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
都
市
計
画
課

（
☎
２
３
・
２
５
７
７
）
／
黒
木
総

合
支
所
建
設
課
（
☎
４
２
・
１
１

１
７
）
／
立
花
支
所
建
設
課
（
☎

２
３
・
４
９
３
０
）
／
上
陽
支
所

建
設
経
済
課
（
☎
５
４・２
２
１
９
）

／
矢
部
支
所
建
設
経
済
課
（
☎
４

７
・
３
１
１
１
）
／
星
野
支
所
建

設
経
済
課
（
☎
５
２
・
３
１
１
４
）

　
26
年
度
ポ
イ
ン
ト
方
式
県
営
住

空き家情報を募集しています♪

養
育
費
の
電
話
相
談

養
育
費
の
弁
護
士
無
料
相
談

26
年
度
県
営
住
宅
入
居
者

親
と
子
の
な
や
み
電
話
相
談

年
金
相
談

空
家
・
空
地
活
用
無
料
相
談
会

　「八女市男女共同参画推進審議会」は、市長
の諮問に応じ、それらの施策の実施状況について
意見を述べたり、行動計画の策定や変更等の重
要な事項について調査審議したりするために、条
例に基づいて設置されている審議会です。市民
の皆様の幅広いご意見を施策に活かしていくため
に、次のとおり審議会委員の一部を公募します。
◦職務＝八女市男女共同参画推進審議会委員と
して委嘱を受けた後、本市における男女共同参画
の推進について調査および審議を行います。
◦任期＝委嘱を受けた日から２年間
◦応募資格＝①八女市内に居住する満 20 歳以上
の人（平成 27 年 1月1日現在）②男女共同参画
について関心があり、年数回、平日に開催する審
議会に出席できる人③本市における他の審議会
や協議会等の附属機関の委員として就任している
人（就任予定の人を含む）は除きます。
◦報酬等＝日額 4500 円×審議会の開催日数
◦募集人員＝若干名
◦応募方法＝次の必要書類を男女共同参画・生
涯学習課男女共同参画推進係まで郵送または持
参してください。※１月20日必着
ア所定の応募用紙（男女共同参画・生涯学習課、
黒木総合支所、各支所にあります。ホームページ
からダウンロードもできます）。
イ①～③テーマのうちいずれか一つについて 800
字以内にまとめた作文①男女共同参画社会づくり
についてあなたが思うこと②これからの八女市に
ついてあなたが思うこと③職場や地域・家庭であ
なたが思うこと（様式は特に定めていません）
◦応募期間＝１月5日㈪～ 20日㈫
◦審査および選考＝書類による審査および面接に
よる審査を行います。結果については応募者に通
知します。
◦注意事項＝①応募書類に虚偽の記載があると
認められた場合は、委員就任後であっても、委
嘱を取り消す場合があります。②受理した応募書
類は、理由の如何を問わず一切返却できません。
◦問い合わせ＝男女共同参画・生涯学習課　男
女共同参画推進係（☎２３・１３１４）

就
業
支
援

大
牟
田
高
等
技
術
専
門
校

八女市男女共同参画
推進審議会委員

募集
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【熊野神社 鬼の修
しゅじょうえ

正会】
◦日時＝1/10 ㈯ 17:00 ～ 22:30 ◦場所＝
熊野神社（熊野）◦問＝筑後市観光協会

（☎ 0942・53・4229）

【日吉神社の正月おたふく】
◦期間＝1/1～ 2 月中旬◦場所・問い合
わせ＝日吉神社（☎ 0944・72・3357）

【両開地区ほんげんぎょう祭り】
◦日時＝1/18 ㈰ 10:00 ～◦場所＝橋本炭
鉱跡地（橋本町）◦問＝柳川市観光課（☎
0944・77・8563）

【白秋生誕祭】
◦日時＝1/25 ㈰ 10:40 ～◦場所＝白秋詩
碑苑（矢留小学校裏）◦問＝柳川市観光
案内所（☎ 0944・74・0891）

【3/1 ㈰開催・第 33 回古賀政男記念大
川音楽祭チケット】
◦発売開始・場所＝▽ 1/18 ㈰～大川市
文化センター▽ 1/20 ㈫～古賀政男記念
館◦入場券＝Ａ席 3,000 円／Ｂ席 2,500
円◦ゲスト＝大月みやこ◦問＝古賀政男記
念館（☎ 0944・86・4133）

【幸若舞】◦日時＝1/20 ㈫ 11:30 ～
◦場所＝大江天満神社（瀬高町大江）
◦問＝みやま市教育委員会社会教育課

（☎ 0944・32・9180）

大川市

みやま市

柳川市

筑後市

イベント情報後筑 ちくごななこく七国
　
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体
育

館
や
運
動
場
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

利
用
し
た
い
人
は
必
ず
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。（
事
前
登
録
必
要
）

◦
２
月
分
利
用
者
の
会
＝
１
月
17

日
㈯

◦
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30
分

～
（
福
島
小
、
長
峰
小
、
福
島
中
）

▽
14
時
15
分
～
（
八
幡
小
、
岡
山

小
、
西
中
）
▽
15
時
～
（
上
妻
小
、

三
河
小
、
南
中
）
▽
15
時
45
分
～

（
忠
見
小
、
川
崎
小
、
見
崎
中
、
上

陽
北
汭
学
園
）

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４・１
２
３
０
）

　
４
月
に
八
女
市
立
小
・
中
学
校

う
ち
、
補
聴
器
等
の
使
用
に
よ
っ

て
も
通
常
の
話
声
を
解
す
る
こ
と

が
不
可
能
ま
た
は
著
し
く
困
難
な

程
度
の
人

①
３
歳
児
（
平
成
23
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
24
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
）
で
入
学
を
希
望
す

る
人

②
４
～
５
歳
児
（
平
成
21
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
23
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
者
）
で
編
入
学
を

希
望
す
る
人

◦
募
集
期
間
＝
２
月
２
日
㈪
～
２

月
９
日
㈪
ま
で

◦
受
付
＝
９
時
～
16
時
（
土
・
日

除
く
）
２
月
９
日
㈪
は
正
午
ま
で

◦
検
査
日
＝
２
月
20
日
㈮

◦
合
格
発
表
＝
３
月
５
日
㈭

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
立
久
留
米
聴

覚
特
別
支
援
学
校
（
☎
０
９
４
２
・

４
４
・
２
３
０
４
／
N
０
９
４
２
・

４
５
・
０
１
３
９
）

に
入
学
す
る
新
１
年
生
に｢

入
学

通
知
書｣

を
お
届
け
し
ま
す
。
こ

の
通
知
書
が
１
月
末
ま
で
に
届
か

な
い
と
き
や
、
転
居
な
ど
で
学
校

が
変
わ
る
予
定
の
人
は
、
学
校
教

育
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

私
立
や
国
立
、
県
立
の
小
・
中
学

校
に
入
学
す
る
場
合
は
「
入
学
許

可
証
」
か
「
合
格
通
知
書
」
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
小
学
校
入
学
式
＝
４
月
８
日
㈬

※
上
陽
北
汭
学
園
小
学
校
に
つ
い

て
は
、
中
学
校
と
の
合
同
入
学
式

の
た
め
４
月
７
日
㈫
で
す
。

◦
中
学
校
入
学
式
＝
４
月
７
日
㈫

◦
問
い
合
わ
せ
＝
学
校
教
育
課

（
☎
２
３
・
１
９
５
４
）

◦
対
象
＝
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
お

お
む
ね
60
デ
シ
ベ
ル
以
上
の
も
の
の

小
・
中
学
校
の
体
育
施
設
利
用

新
入
学
の
児
童
・
生
徒
に
入

学
通
知
書
を
届
け
ま
す

久
留
米
聴
覚
特
別
支
援
学
校

幼
稚
部
入
学
者
選
考
に
つ
い
て

　

市
民
が
市
内
の
施
工
業
者
で
現

在
お
住
ま
い
の
住
宅
を
改
修
さ
れ

る
場
合
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

◦
資
格
＝
申
込
現
在
で
、
市
内
に

住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
人
※
補
助

の
対
象
と
な
る
住
宅
に
居
住
し
て

い
る
世
帯
主
な
ど
の
諸
条
件
あ
り
。

◦
補
助
対
象
住
宅
＝
市
内
に
住
ん

で
い
る
人
が
市
内
に
所
有
す
る
、

専
用
住
宅
・
併
用
住
宅
の
住
居
部

分
、
集
合
住
宅
の
専
用
部
分

◦
補
助
対
象
工
事
＝
市
内
の
施
工

業
者
が
行
う
工
事
費
が
10
万
以
上

（
消
費
税
別
）
の
も
の
で
、
申
込

み
の
年
度
内
（
3
月
末
）
に
終
わ

る
改
修
工
事

※
補
助
の
交
付
決
定
前
に
着
工
し

て
い
る
も
の
は
対
象
外
。

◦
補
助
金
額
＝
改
修
工
事
に
要
し

た
費
用
（
消
費
税
別
）
の
1
割
に

相
当
す
る
金
額
（
上
限
10
万
円
で

千
円
未
満
切
り
捨
て
）

◦
改
修
工
事
の
例
＝
屋
根
、
天
井
、

外
壁
、
内
壁
、
床
の
改
修
、
防
音
、

間
取
り
の
変
更
工
事
、
浴
室
、
台

所
、
ト
イ
レ
な
ど
の
水
回
り
改
修
、

耐
震
工
事
な
ど
の
居
住
部
分
の
み

の
改
修

※
次
の
よ
う
な
工
事
は
、
補
助
の

対
象
に
な
り
ま
せ
ん

外
構
設
備
（
門
、車
庫
、カ
ー
ポ
ー

ト
、
塀
、
柵
、
垣
根
等
の
構
造
物
、

植
栽
な
ど
）
の
改
修
工
事
／
家
具

や
電
気
製
品
の
購
入
に
よ
る
付
帯

工
事
な
ど
／
年
度
を
ま
た
い
で
の

改
修
工
事

◦
受
付
期
間
＝
た
だ
今
受
付
中

※
補
助
金
額
が
予
算
枠
を
超
え
る

場
合
は
、
そ
の
時
点
で
受
付
を
締

め
切
り
ま
す
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝

▽
都
市
計
画
課
住
宅
係

　
（
☎
２
３
・
２
５
７
７
）

▽
黒
木
総
合
支
所
建
設
課

　
（
☎
４
２
・
１
１
１
７
）

▽
立
花
支
所
建
設
課

　
（
☎
２
３
・
４
９
３
０
）

▽
上
陽
支
所
建
設
経
済
課

　
（
☎
５
４
・
２
２
１
９
）

▽
矢
部
支
所
建
設
経
済
課

　
（
☎
４
７
・
３
１
１
１
）

▽
星
野
支
所
建
設
経
済
課

　
（
☎
５
２
・
３
１
１
４
）

ご
存
じ
で
す
か

住
宅
改
修
補
助
金
制
度



広報やめ　2015.1.123

火災出火件数  1件 （ 36件）
救急出動件数 248件 （2,898件）
救急搬送人数 240人 （2,801人）

人身事故発生件数 38件 （472件）
傷　　者 51人 （636人）
死　　者 0人 （  4人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 67,272 (-52)
男 31,684  (-24)
女 35,588  (-28)

世帯数 24,354  (   0)
　※（　）内は前月比

出生 24 人 転出 156人
転入 143 人 死亡 63人

◦市県民税（4 期）
◦国民健康保険税（7 期）
◦後期高齢者医療保険料（7 期）
◦介護保険料（7 期）
◦住宅家賃　◦保育料 ▼ 11 月の交通事故の状況

▼ 11 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（11月30日現在）

▼ 11 月の異動
納期限・口座振替日は2月2日㈪

※納税は、安全便利な口座振替をご利用ください。
納期限内の納付にご協力ください。遅れると延滞
金が加算されることになります。※納付書をなく

された人は担当課へご連絡ください。

無料法律相談
◦1月15日㈭、2月5日㈭／相談 13:00 ～　
　16:00 ／場所・法務局八女支局※予約・
　法テラス福岡☎ 050・3383・5502
◦1 月 9 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　社会福祉会館　※予約☎ 23・0294
◦1 月16 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　ふじの里（黒木）※予約☎４２・２１３１
◦1 月 23 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／地域福　
祉センター（上陽）※予約☎５４・３００３
◦1 月16 日㈮ 10:00 ～ 12:00
　／八女商工会議所※予約☎２２・５１６１
男女共同参画推進支援委員相談
◦1月8日㈭13:30 ～ 16:30※予約
　男女共同参画・生涯学習課☎23・1314
女性相談
◦1月20日㈫9:30 ～ 11:30
　／働く婦人の家（立花）
障害者等相談支援センターリーベル出張相談
◦1月20日㈫10:00 ～11：00/黒木総合支所 
    ／問い合わせ＝リーベル☎22・2610
なんでも人権相談（法務局☎23・2603）
◦1月9日㈮13:00 ～ 16:00/社会福祉会館
行政相談（総務課☎23・1111）
◦1月8日㈭13:30 ～ 16:00/社会福祉会館
◦1月7日㈬・21日㈬9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦1月13日㈫13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦1月13日㈫13:30 ～ 16:00
　／立花市民センター 2階
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦1月9日㈮13:30 ～16:00/ふじの里（黒木）
◦1月16日㈮13:30 ～ 16:00/社会福祉会館
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦1月7日㈬、21日㈬13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦1月7日㈬、21日㈬9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）

◦1月14日㈬、28日㈬13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦1月14日㈬、28日㈬9:30 ～ 12:00　
／かがやき（立花）
税務相談会
◦1月13日㈫10:00 ～ 15:00/商工会議所
経営支援相談会
◦1月19日㈪13:30 ～ 16:30
　／商工会議所 ※予約☎２２・５１６１
補聴器の修理と相談（福祉課☎23・1335）
◦1月20日㈫13:00 ～ 14:30
　／八女市役所103会議室
◦1月8日㈭9:00 ～ 10:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦1月9日㈮・20日㈫10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦1月20日㈫10:00 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦1月22日㈭10:00 ～ 12:00 ／星野支所
家庭児童相談室
◦平日9:30 ～ 16:00 ／市役所内
　※予約（☎２３・１４４８）
こころの健康相談
◦毎週月曜日14:30 ～ 16:00
　／南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
　（八女総合庁舎）※予約☎0944・72・2176
エイズ検査　　とエイズ電話相談
◦毎週月曜14:00 ～ 15:00 ／南筑後保
健福祉環境事務所分庁舎（八女総合庁
舎）※予約☎0944・72・2812
弁護士多重債務相談
◦毎週火曜13:30 ～ 16:00 ／社会福祉
   会館　※予約☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦月～金曜8:30 ～ 16:30 ／八女市役所
消費生活相談窓口☎23・1183
◦毎週水曜9:00 ～ 16:00 ／黒木総合支
所第３相談室☎42・1111
消費生活無料法律相談

◦1月20日㈫13:00 ～ 16:00/ 八女市役
所消費生活相談窓口 ※予約☎23・1183

教育相談
◦平日9:00～17:00／八女市教育委員会
　☎０１２０・７８４・１１０
教育相談
◦無休・24時間受付／南筑後教育事務
所　※予約☎０９４２・５２・４９４９
交通事故相談
◦平日9:15～17:00／日本損害保険協
会そんぽADRセンターナビダイヤル

（☎0570・022808）
犯罪被害者相談電話
◦平日9:00 ～ 17:45 ／県警察本部
　（☎０９２・６３２・７８３０）
難病ホットライン
◦平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉環
境事務所（☎０９４４・７２・２６１０）
多重債務相談
◦平日9:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00/
福岡財務支局 ☎０９２・４１１・７２９１
クレジット・サラ金・ヤミ金・違法年金担保相談
◦平日18:00 ～ 20:00 ／福岡県青年司法書
士協議会（☎０９２・７２４・９５０５）
高齢者総合相談窓口（平日8:30 ～ 17:15）

【地域包括支援センター】
◦八女市地域包括（本所内）☎23・1203
◦八女市東部地域包括（黒木総合支所内）
☎４２・１１１９

【高齢者相談センター】
◦社会福祉協議会（☎23・0294）
◦上陽支所（☎54・3629）
◦黒木支所（☎42・2131）
◦立花支所（☎37・0036）
◦矢部支所（☎47・3123）
◦星野支所（☎52・3165）

電 話 相 談

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

1月に
納める
もの

相談はお気軽にどうぞ

1月18 日㈰ 旧 黒岩外科　　　　→ 新 戸次循環器科内科（馬場）☎ 22・3100
1月 25 日㈰ 旧 戸次循環器科内科→ 新 黒岩外科 （日の出町） ☎ 23・2858

在宅医当番の
変更について



黒岩 晃
こ う た ろ う

太朗ちゃん

Ｈ26年1月19日生（本村）

いつもニコニコ元気で
やさしい女の子に育っ
てね♡

１歳おめでとう�元気に
大きくなってね！航ちゃ
ん、だーいすき♡♡

いつも笑顔のニコニコ
晃ちゃん！わが家の宝
物だよ♡

倫ちゃん1歳おめでと
う�いっぱい食べて笑っ
て元気に育ってネ♡

⻆ 純
じゅんのすけ

之介ちゃん野田 みは奈
な

ちゃん

田中 晴
は る と

翔ちゃん

Ｈ26年1月5日生（新庄）Ｈ26年1月3日生（立花町）

Ｈ26年1月13日生（星野村）
杉島 倫

り ん た ろ う

太郎ちゃん

Ｈ26年1月13日生（宮野）

池田 妃
ひ か り

佳里ちゃん 溝田 航
こうだい

大ちゃん

Ｈ26年1月20日生（蒲原） Ｈ26年1月21日生（上陽町）

1歳おめでとう！
すくすく元気に大きく
な～れ♡

ミハ１歳おめでとう☆
これからも笑顔で元気
に大きくなってね�

大好きな晴翔くん♡１
歳おめでとう�姉弟仲
良く元気に育ってね。

結唯ちゃん１歳おめでと
う！いつも笑顔ありがと
う。元気に育ってね！

みんなに愛されて一歳
になりました。澪の笑
顔が大好きだよ♡

★祝１歳★お兄ちゃん達
に守られながら、芯の強
い女性になってね♡

ちぃちゃん、誕生日おめ
でとう♡お兄ちゃんと
仲良く元気に育ってね

１歳のお誕生日おめでと
う☆ステキな優しい男
の子になってね♡

プクプクバディの朝陽く
ん♡みんなにいっぱい愛
される子に育ってね♡

お誕生日おめでとう♡
これからもニコニコ笑
顔で元気に育ってね♡

いつも元気な然君。
人に優しく育ってくだ
さい！

１歳おめでとう！
寛ちゃんはみんなの宝
物です。

優依ちゃん１歳おめで
とう♡これからも元気
にすくすく育ってね♡

祝１歳！これからも笑
顔が絶えない元気な強
い子に育ってね！

お誕生日おめでとう。
元気にすくすく大きく
なってね♡

中島家3女えこちゃんで
す♡お姉ちゃんたちと
一緒に大きくなってね♡

梨央ちゃんお誕生日お
めでとう！
大好きだよ～♡♡

山田 結
ゆうしん

心ちゃん

山口 然
ぜん

ちゃん 平井 寛
か ん じ ろ う

治朗ちゃん

山下 優
ゆ い

依ちゃん力久 慎
し ん た ろ う

太郎ちゃん今村 悠
ゆ う と

人ちゃん 中島 笑
え こ

誇ちゃん

大淵 梨
り お

央ちゃん

溝尻 結
ゆ い

唯ちゃん 片山 澪
みお

ちゃん西原 芭
は る

月ちゃん野田 千
ち ひ ろ

尋ちゃん

中尾 治
は る と

登ちゃん 井上 朝
あ さ ひ

陽ちゃん

Ｈ26年1月8日生（納楚）

Ｈ26年1月21日生（本町） Ｈ26年1月24日生（吉田）

Ｈ26年1月7日生（新庄）Ｈ26年1月4日生（蒲原）Ｈ26年1月2日生（立花町） Ｈ26年1月8日生（高塚）

Ｈ26年1月25日生（立野）

Ｈ26年1月14日生（宅間田） Ｈ26年1月19日生（黒木町）Ｈ26年1月11日生（本村）Ｈ26年1月9日生（蒲原）

Ｈ26年1月27日生（蒲原） Ｈ26年1月30日生（蒲原）

おたんじょうびおめでとう 満１歳のお子さまの写真を募集しています（ただし、市内に住民登録があるか実際に住んでいる人に限る）。氏名・
生年月日・住所・連絡先・簡単なコメント（30字以内）を添えて、誕生日前月の7日までに直接お持ちいただくか、
郵送でお申し込みください。応募多数の場合は先着順となります。●申し込み＝市長公室秘書広報係（☎23・1110）

新
た
な
年
を
迎
え
、
福
寿
草

の
花
が
ひ
と
足
早
い
春
の
訪
れ

を
告
げ
る
こ
ろ
。
今
回
は
、
福

岡
市
で
開
催
さ
れ
る
匠
ギ
ャ
ラ

リ
ー
企
画
展
を
紹
介
し
ま
す
。

多
く
の
伝
統
工
芸
品
の
展

示
場
と
し
て
作
ら
れ
た
匠
ギ
ャ

ラ
リ
ー
に
、
八
女
市
は
平
成
８

年
か
ら
国
指
定
伝
統
的
工
芸

品
の
仏
壇
と
提
灯
の
み
展
示
し

て
い
ま
し
た
。
現
在
は
、
工
芸

品
を
幅
広
く
多
く
の
人
に
知っ

て
い
た
だ
こ
う
と
、
県
内
全
て

の
工
芸
品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
八
女
市
は
「
見
て
・
触
れ

て
・
体
験
し
て
」
を
コンセ
プ
ト

に
「
モノ
づ
く
り
の
素
晴
ら
し
さ
、

手
づ
く
り
の
良
さ
」
に
興
味
を

持
って
い
た
だ
き
た
い
と
の
思
い

で
、
毎
年
１
月
と
６
月
に
独
自

の
ギャ
ラ
リ
ー
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
国
指
定
伝
統
的
工
芸
品

で
あ
る
八
女
福
島
仏
壇
、
八
女

提
灯
を
は
じ
め
、
県
指
定
伝
統

工
芸
品
の
石
と
う
ろ
う
、
手
す

き
和
紙
、
和
ご
ま
、
八
女
矢
な

ど
数
の々
工
芸
品
を
展
示
販
売

し
ま
す
。
当
日
は
仏
壇
、
提
灯
、

和
紙
と
石
灯
ろ
う
の
制
作
実

演
を
行
い
、
職
人
の
技
を
紹
介
。

今
回
は
、
約
２
０
０
点
も
の
八

女
の
工
芸
品
、
新
た
な
商
品
と

二
次
製
品
な
ど
と
新
春
に
ふ
さ

わ
し
い
干
支
を
モ
チ
ーフ
に
し
た

作
品
が
並
び
ま
す
。
体
験
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
仏
壇
制
作
工
程
の一

部
を
体
験
し
、
21
・
22
日
は
銅

板
を
使って
ミニ
表
札
・
干
支
の

コ
ース
タ
ー
づ
く
り
。
23
・
24
日

は
木
製
の
ティッシュＢ
Ｏ
Ｘ
・
数

珠
か
け
、
25
日
は
漆
器
に
金
箔

貼
り
と
提
灯
の
絵
付
け
体
験
が

全
日
無
料
で
で
き
ま
す
。
他
に

も
有
料
で
す
が
、
手
す
き
和
紙

体
験
や
こ
ま
の
絵
付
け
体
験
も

催
さ
れ
ま
す
。

匠
ギ
ャ
ラ
リ
ー
企
画
展
な
ら

で
は
の
体
験
と
な
り
ま
す
の

で
、こ
れ
を
機
会
に
伝
統
工
芸

品
に
触
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
福
島
仏

壇
仏
具
協
同
組
合
事
務
局

（
☎
２
４
・
３
９
４
１
）

茶のくに観光案内所のおすすめスポット No.20

匠ギャラリー企画展
in アクロス福岡

茶のくに観光案内所 いのくち

匠ギャラリー企画展
◦期間＝１月21日㈬～25日㈰
◦時間＝10時～18時※25日は16時まで

◦場所＝アクロス福岡
２階匠ギャラリー

▼
九
州
オ
ル
レ
の
八
女
コ
ー
ス

歩
き
ま
し
た
。
前
半
写
真
を

撮
る
た
め
に
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
小

走
り
で
動
い
た
せ
い
か
、
後
半

少
々
燃
料
切
れ
。今
度
は
ぜ
ひ

と
も
景
色
を
眺
め
な
が
ら
ゆ

る
り
と
歩
い
て
み
た
い
も
の
で

す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
（
Ｍ
・
Ｍ
）

▼
昨
年
取
材
で
お
会
い
し
た
ニ

コ
ニ
コ
と
優
し
い
笑
顔
の
お
じ
い

ち
ゃ
ん
。
満
州
で
習
っ
た
餃
子
が

得
意
料
理
で
す
が
、家
族
が
ど
ん

な
に
聞
い
て
も
決
し
て
戦
争
体

験
を
語
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
そ

う
で
す
。亡
く
な
ら
れ
た
方
々
は

も
と
よ
り
言
葉
に
で
き
な
い
苦

し
み
を
抱
え
て
生
き
て
こ
ら
れ

た
多
く
の
方
々
。終
戦
か
ら
70
年

を
迎
え
る
今
年
、世
界
に
向
け
て

平
和
を
発
信
で
き
る
日
本
で
あ

り
ま
す
よ
う
に
。今
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
（
Ｋ
・
Ｓ
）

編
集
後
記

～ あたらしい郷
く に

土づくり ～
ふるさとの恵みを生かし

安心して心ゆたかに暮らせる
交流都市 八女
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